
15 名の子ども議員が町に質問！15 名の子ども議員が町に質問！
～第５回子ども模擬議会～【P.15】～第５回子ども模擬議会～【P.15】

広報さかえをスマートフォンで！広報さかえをスマートフォンで！

　広報さかえは、マチを好きになるアプリ『マチイロ』や、
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　【主な内容】
●一人当たりのごみの排出量が３市町で一番少なくなりました・一人当たりのごみの排出量が３市町で一番少なくなりました・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２・３　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２・３
●栄町人事行政運営などの状況を公表・・・・・・・・Ｐ４・５
●財務書類の公表・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６・７
● 12 月定例議会の開催・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ８
●福祉タクシー利用者の拡大・・・・・・・・・・・・・Ｐ 10
●高齢者保健福祉・在宅介護実態調査に関するアンケート調査に
　ご協力をお願いします・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ 11



2令和元年 12 月 １ 日

▲栄町の排出量が最少（３市町のうち）

1 人が 1 日あたりに排出する
家庭系ごみの量（資源物は除く）

512

490

485

550

白井市

印西市

540

470

480

490

500

510

520

530

460

25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度

一
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
が

一
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量
が

３
市
町
で
一
番
少
な
く
な
り
ま
し
た

３
市
町
で
一
番
少
な
く
な
り
ま
し
た

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
家
庭
系
ご
み
の
排
出

量
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
の
一

人
あ
た
り
の
家
庭
系
ご
み
の
排
出
量
が
２
市
１
町

（
印
西
市
、
白
井
市
、
栄
町
）
の
中
で
１
番
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
ご
み
処
理
に
係
る
町
財
政
負
担
の
軽

減
や
、
地
球
の
環
境
負
荷
の
低
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
も
、
町
で
は
更
な
る
ご
み
の
減
量
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
で
、

皆
さ
ん
の
協
力
で
、

ま
だ
ま
だ
ご
み
は
減
ら
せ
ま
す

ま
だ
ま
だ
ご
み
は
減
ら
せ
ま
す

　

町
で
は
「
栄
町
ゴ
ミ
減
量
化
推
進
計
画
」
に
基
づ

い
て
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
て
お
り
、
令
和
５
年
度

の
町
民
１
人
あ
た
り
１
日
に
排
出
す
る
家
庭
系
ご
み

の
量
の
目
標
値
を
４
３
０
グ
ラ
ム
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
目
標
値
の
４
８
７
グ
ラ
ム
に
対
し

実
績
値
は
４
８
５
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

な
お
、
例
年
９
月
ま
で
の
上
半
期
の
数
値
は
高
い

傾
向
に
あ
り
、
本
年
度
も
約
５
１
８
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
度
を
約
16
グ
ラ
ム
上
回
っ
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

例
え
ば
、

〇
ス
プ
ー
ン
大
さ
じ
１
杯
分
の
生
ご
み
の
水
切
り

　
（
15
グ
ラ
ム
減
量
）

〇
可
燃
ご
み
の
中
の
雑
が
み
は
資
源
物
と
し
て
排
出

　

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
ま
だ
ま
だ
ご
み
は
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

542.2

533.9

519.7 510.3

栄町

30 年度

494.9

　　

町
で
は
、
お
住
ま
い
の
地
域

の
ご
み
収
集
日
や
分
別
方
法
な

ど
が
簡
単
に
調
べ
ら
れ
る
、
無

料
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア

プ
リ
「
栄
町
ご
み
分
別
さ
ん
あ

～
る
」
の
配
信
を
今
年
７
月
よ

り
行
っ
て
い
ま
す
。

※
通
信
料
な
ど
は
利
用
者
負
担

　

ご
み
の
品
名
か
ら
分
別
区
分

や
出
し
方
な
ど
が
検
索
で
き
る

分
別
帳
機
能
、
ま
た
、
登
録
し

た
お
住
い
の
地
区
の
、
ご
み
の

種
類
別
の
収
集
日
を
カ
レ
ン

ダ
ー
形
式
で
表
示
す
る
カ
レ
ン

ダ
ー
機
能
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

収
集
日
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
日

時
に
収
集
日
を
お
知
ら
せ
す
る

通
知
機
能
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
分
別

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

ア
ン
ド
ロ
イ
ド

　
　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
▼

ｉ
Ｏ
Ｓ

　
　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
▼

　

ご
み
分
別
ア
プ
リ

ご
み
分
別
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
～
る
」

「
さ
ん
あ
～
る
」

ご
み
の
分
別
を

ご
み
の
分
別
を

進
め
ま
し
ょ
う

進
め
ま
し
ょ
う

                      年月日  
 ごみの種類

令和元年 12 月 令和２年１月
23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

ご
み
回
収

燃やすごみ
月・木
収集地区

燃やすごみ ○ × × ○ × × × ○ × × × × × × ○ × × ○ ×
燃やさないごみ × × × × ○ × × × × × × × × × × × × × ○
有害ごみ × × × × × × × × × × × × × × × × × × ◎

燃やすごみ
火・金
収集地区

燃やすごみ × ○ × × ○ × × ◇ × × × × × × × ○ × × ○
燃やさないごみ × × × ○ × × × × × × × × × × × × × ○ ×
有害ごみ × × × × × × × × × × × × × × × × × ◎ ×

資源物 × × ○ × × × × × × × × × × × × × ○ × ×
粗大ごみ（予約制） × ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ×

年末年始のごみ収集日年末年始のごみ収集日 ※
◇
は
、臨
時
に
「
燃
や
す
ご
み
」

　

を
回
収
す
る
日

※
◎
は
、
第
１
週
目
の
回
収
が
お

　

休
み
な
の
で
、
第
２
週
に
回
収

　

す
る
日

町民１人あたり１日に排出する
家庭系ごみの量（資源物は除く）

平成 30 年度目標値…487 ｇ

令和 5 年度目標値…430 ｇ

家庭系ごみ減量化の目標数値
（ごみ減量化推進計画より）

（実績値…485 ｇ）

令和元年度目標値…476 ｇ

〇印は回収日



3 広報さかえ

1010
月月
2525
日
の
日
の

大
雨
に
つ
い
て

大
雨
に
つ
い
て

　

大
雨
に
対
す
る
対
応

①
災
害
対
策
本
部

・
設
置
25
日
13
時
30
分

・
解
散
28
日
８
時
30
分

②
避
難
勧
告

・
25
日
12
時
45
分
土
砂
災
害
特

　

別
警
戒
区
域
に
発
令

③
避
難
所
（
３
箇
所
）

・
開
設
25
日
11
時
15
分
（
興
津

　

集
会
所
、
麻
生
集
会
所
、
ふ

　

れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
）

・
閉
鎖
26
日
７
時
55
分

・
避
難
者
（
最
多
時
）
１
名

④
印
旛
沼
水
位
上
昇
へ
の
対
応

・
25
日
16
時
10
分
町
内
２
か
所

　

に
避
難
所
を
新
た
に
開
設
（
安

　

食
小
学
校
、
旧
酒
直
小
学
校
）

・
町
と
水
防
団
で
印
旛
沼
周
辺
の

　

巡
視
を
強
化

・
26
日
11
時
印
旛
沼
の
水
位
が

　

上
昇
し
、
４
．
２
５
ｍ
の
水

　

位
に
達
し
ま
し
た
。

・
避
難
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

④
被
害
状
況
（
11
月
20
日
現
在
）

・
床
下
浸
水　

５
件

・
家
屋
の
一
部
損
壊　

２
件

・
が
け
崩
れ　

６
箇
所

・
町
道
の
路
肩
崩
れ
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　

23
箇
所

・
公
園
緑
地
法
面
崩
壊

　
　
　
　
　
　
　
　

１
箇
所

　

台
風
15
号
な
ど
で
住
ま
い
が

被
災
さ
れ
た
方
で
、
災
害
救
助

法
（
国
）
の
適
用
が
受
け
ら
れ

る
方
の
相
談
と
支
援
申
込
み
の

受
付
を
始
め
ま
し
た
。

①
損
害
割
合
10
％
～
20
％
未
満

　

の
方

・
該
当
す
る
補
助
制
度

　

災
害
救
助
法
に
よ
る
応
急
修
理

・
補
助
額

　

最
大
30
万
円
（
＋
県
補
助

１
５
０
万
円
を
超
え
た
工
事
費

の
20
％
で
最
大
20
万
円
）

一
部
損
壊
の
被
災
住
宅
の

一
部
損
壊
の
被
災
住
宅
の

修
繕
な
ど
に
係
る
補
助
制
度

修
繕
な
ど
に
係
る
補
助
制
度

　

台
風
や
地
震
な
ど
の
災
害
に

よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
、
り

災
証
明
書
の
発
行
に
よ
り
、
支
援

金
な
ど
の
請
求
、
さ
ら
に
被
害
に

あ
っ
た
家
屋
・
土
地
の
固
定
資
産

税
や
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
が
一

時
的
に
減
免
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

早
め
に
手
続
き
を
行
い
ま

し
ょ
う
。　
　

　
「
り
災
証
明
書
」
は
、
栄
町

消
防
署
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

○
被
害
状
況
が
わ
か
る
写
真

○
本
人
確
認
が
で
き
る
身
分
証

　

明
書
（
運
転
免
許
証
）
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
防
災
課　
　
　

　
　
　
　


95-

８
９
８
３

り
災
証
明
書
の
申
請

り
災
証
明
書
の
申
請

●
詳
し
い
ご
み
の
分
類
な
ど
は
、

　

町
が
配
布
し
て
い
る
「
栄
町

　

ご
み
の
分
別
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」

　

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
分
別
方
法
な
ど
が
わ
か
ら
な
い

　

場
合
は
、
環
境
協
働
課
環
境
班

　

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
資
源
物
は
、　

各
自
治
会
な

　

ど
で
回
収
し
て
い
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
各
組
織
・

　

団
体
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
粗
大
ご
み
は
、
毎
週
火
・
水
・

　

木
曜
日
の
予
約
制
で
業
者
が

　

ご
自
宅
に
引
き
取
り
に
伺
い

　

ま
す
。
縦
・
横
・
高
さ
の
サ

　

イ
ズ
を
測
り
、
専
用
電
話
で

　

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　


80-

１
１
５
３

ご
み
の
出
し
方

●
決
め
ら
れ
た
集
積
所
に
、
当

　

日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
前
日
に
出
す
と
、
カ
ラ
ス
な

　

ど
に
荒
ら
さ
れ
た
り
、
資
源

　

物
が
持
ち
去
ら
れ
た
り
す
る

　

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
出
し
ル
ー
ル
に
違
反
し

た
場
合
、
収
集
業
者
が
違
反

シ
ー
ル
を
貼
っ
た
上
で
、　

取

り
残
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
は
、
き
ち
ん
と
分
別

ご
み
は
、
き
ち
ん
と
分
別

し
て
、
決
め
ら
れ
た
収
集

し
て
、
決
め
ら
れ
た
収
集

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

設
置
場
所

①
役
場
西
側
高
台
駐
車
場

②
竜
角
寺
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　

ホ
ー
ル
脇

③
ほ
ほ
え
み
広
場
第
２
駐
車
場

　
（
旧
酒
直
小
学
校
）

④
南
ヶ
丘
一
丁
目
12
番
町
有
地

設
置
期
限

　

12
月
26
日
㈭
（
17
時
15
分
で

　

設
置
を
終
了
い
た
し
ま
す
。）

注
意
事
項

○
家
庭
か
ら
出
た
剪
定
枝
・
草

　

以
外
は
、
入
れ
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

○
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
紐
は
取
り
除

　

き
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

　

い
。

○
事
業
所
か
ら
発
生
し
た
も
の

　

や
造
園
業
と
し
て
発
生
し
た

　

も
の
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

環
境
協
働
課
環
境
班

　
　
　
　


33-

７
７
１
０

剪
定
枝
な
ど
は
回
収
コ
ン

剪
定
枝
な
ど
は
回
収
コ
ン

テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
し

テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い

て
く
だ
さ
い

　

家
庭
か
ら
発
生
し
た
剪
定

枝
・
草
を
燃
や
す
ご
み
と
し
て

排
出
す
る
の
で
は
な
く
、
事
業

者
が
回
収
し
チ
ッ
プ
化
及
び
肥

料
化
し
有
効
活
用
し
て
い
ま

す
。
家
庭
か
ら
出
た
剪
定
枝
・

草
は
、
収
集
コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
は

設
置
は
1212
月月
2626
日
ま
で

日
ま
で

・
窓　

口

　

事
前
相
談
、
申
請
窓
口
を
10

月
30
日
か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
。

②
損
害
割
合
10
％
未
満
の
方

・
該
当
す
る
補
助
制
度

　

防
災
・
安
全
促
進
事
業

・
補
助
額

　

耐
震
性
の
向
上
に
資
す
る

工
事
費
の
20
％
で
最
大
30
万

円
（
＋
県
補
助
１
５
０
万
円
を

超
え
た
工
事
費
の
20
％
で
最
大

20
万
円
）

・
窓　

口

　

事
前
相
談
窓
口
を
10
月
30
日

に
開
設
し
、
申
請
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
と
調
整
の
上
、
後

日
開
設
い
た
し
ま
す
。

③
損
害
割
合
10
％
未
満
の
方

・
該
当
す
る
補
助
制
度

　

被
災
住
宅
修
繕
緊
急
支
援
制
度

・
補
助
額

　

工
事
費
の
20
％
で
最
大
50
万
円

・
窓　

口

　

事
前
相
談
窓
口
を
10
月
30
日

に
開
設
し
、
申
請
に
つ
い
て

は
、
県
と
調
整
の
上
、
後
日
開

設
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
▼

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　

都
市
計
画
班　
　
　

　
　
　
　


33-

７
７
１
９



4令和元年 12 月 １ 日

職　種
平成 31 年４月１日現在 平成 30 年４月１日現在

平均年齢
（歳）

平均給与月額（円） 平均年齢
（歳）

平均給与月額（円）
給料 諸手当 給料 諸手当

一般行政職 49.8 406,303 350,400 55,903 49.7 409,448 355,300 54,148

採用者数 退職者数
7 人 8 人

採用・退職者数（平成 30 年度中）

職員の平均給与月額など

栄町人事行政運営などの状況を公表栄町人事行政運営などの状況を公表
　地方公務員法（昭和 25 年法律第 261 号）第 58 条の２および栄町人事行政の運営など
の状況の公表に関する条例第６条の規定に基づき、町の人事行政運営などの状況について
町民の皆さんに理解していただくため、次のとおり公表します。

問合せ　総務課秘書人事班　 95-1111

職員の任免および職員の数職員の任免および職員の数

職員の給職員の給与

開始時刻 終了時刻 休　憩
8 時 30分 17時 15分 12時～ 13時

勤務時間の状況（平成 31 年４月１日現在）
降　任 免　職 休　職 降　給
― ― 12人 ―

戒　告 減　給 停　職 免　職
― ― ― ―

①分限処分の状況（平成 30 年度中）

②懲戒処分の状況（平成 30 年度中）

職員の分限および懲戒職員の分限および懲戒

等級および職制上の段階ごと職員数（一般行政職）等級および職制上の段階ごと職員数（一般行政職）
行政職給料表（一）

等　級 等級別基準職務表に規定する基
準となる職務

合計 内訳 職制上の段階
（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階

1 級 主事補または技師補の職務 5 3.3 主事補 5

81 53.6 係員級
2級 主事または技師の職務 12 7.9 主事 12

3級 副主査の職務 37 24.5 副主査 37

4級 主査の職務 27 17.9 主査 27

5級 班長または副主幹の職務 28 18.5 班長副主幹
27
1 28 18.5 係長級

6級 課長補佐または主幹の職務 20 13.2

課長補佐
室長
次長
施設長
指導主事

16
1
0
1
2

20 13.2 課長補佐級

7級 参事または課長の職務 22 14.6

参事
課長
事務局長
会計管理者
副参事

1
15
1
1
4

22 14.6 課長級

（平成 31 年 4 月 1 日現在）

職員の勤務時間その他勤務条件職員の勤務時間その他勤務条件

※諸手当の増額は時間外手当て等の支給額増加のため
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試験区分 申込者数 受験者数 合格者数

一般行政職 32人 25人 4人

土木職 5人 4人 1人

建築職 1人 0人 0人

救急救命士 1人 1人 1人

社会福祉士 6人 5人 1人

保健師 1人 1人 1人

　職員の教養および資質の向上を図ることを目的に
一般研修・専門研修・特別研修・職場研修を実施し
ています。
　一般研修・専門研修および特別研修は、印旛郡市
広域市町村圏事務組合および千葉県自治研修センタ
ー・千葉県にそれぞれ派遣を行っています。
　また、職員の執務について定期的に能力や実績な
どに関しての人事評価を行い、その評定結果に基づ
き、勤勉手当の支給や昇給および昇格などを行って
います。

　職員の安全と健康を確保し、快適な職場環境を形成するために衛生管理者・衛生推進者・産業医によ
る衛生委員会を行っています。
　さらに、事業者責任として職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病の早期発見のため定期健康
診断、健康相談およびストレスチェックを行っています。
　また、職員の生活の安定と福祉の向上を図るために、健康保険に相当する短期給付・厚生年金に相当す
る長期給付業務を行う「千葉県市町村職員共済組合」に加入しているほか、福利厚生を図るため職員の互
助組織として職員の互助会費などで運営されている「千葉県市町村職員互助会」へ負担金を支出しています。

平均使用日数 消化率
10.4 日 28.0%

育児休業取得者数
内両休業
取得者数

部分休業
取得者数

男性職員 ― ― ―
女性職員 １人 ― ―

①年次休暇の状況（平成 30 年度中）

②育児休業および部分休業の状況（平成 30 年度中）

職職員の研修および人事評価員の研修および人事評価

職員の福祉および利益の保護職員の福祉および利益の保護

職員の競争試験および選考職員の競争試験および選考
職員採用試験の状況（平成 31 年４月１日採用） 　地方公務員法により、職員であった者が退職

後に営利企業などに再就職した場合、一定の期
間、在職していた執行機関の職員に対して契約
などの事務について依頼などをすることが禁止
されています。
　当町では、「栄町職員の退職管理に関する規
則」を制定し、退職管理の適正な実施に努めて
います。

職員の服務職員の服務

職員の退職管理の状況職員の退職管理の状況

①勤務条件に関する措置の要求状況
　　　該当する案件なし
②不利益処分に関する不服申立て状況
　　　該当する案件なし

千葉県公平委員会からの報告事項千葉県公平委員会からの報告事項（平成 30 年度）

                      年月日  
 施設名

令和元年 12 月 令和２年１月
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

栄町役場 △ × ○ ○ ○ ○ ○ △ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ △ ×
ふれあいプラザさかえ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
住民活動支援センター ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
子育て包括支援センター ○ × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ×
キッズランド ○ ○ × ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
社会福祉協議会 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×
シルバー人材センター × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×
房総のむら ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
房総のむら（テニスコート）○ ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
房総のむら（多目的広場）○ ○ × ○ ○ × × × × × × × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
水と緑の運動広場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ドラムの里（ゆめテラス）○ ○ × ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
ドラムの里（龍の市庭） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○
ドラムの里（コスプレの館）○ ○ × ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
栄町観光案内所 ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○
町循環バス ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
成田湯川駅バス × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ×
印西温水センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○
学校体育館 校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町民運動場・体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

年末年始の業務日をご確認ください年末年始の業務日をご確認ください
○…業務日、×…休業日、△…土曜開庁業務、□…10 時～ 14 時曜開庁業務、□…10 時～ 14 時
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貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表
　貸借対照表は、どのような資産をもっているのか（資産保有状況）とその資産をどのような財
源でまかなわれているのか（財源調達状況）を表しています。

（単位：百万円）

　賃借対照表の純資産の部に計上されている各項目
が、１年間でどのように変動したかを表しています。

純 資 産 変 動 計 算 書純 資 産 変 動 計 算 書

財務書類の公表
　公会計制度は現金支出を伴わない減価償却費などの把握により予算・決算制度を補完し、資産・
負債のストックや行政コストの把握、公共施設マネジメントへの活用を目的としています。
　平成 28 年度決算から総務省が示した「統一的な基準」のもと、平成 29 年度決算分を作成し
ましたので、お知らせいたします。

　　　　　問合せ　財政課財政班　 33 ‐ 7702

【資産の部】【資産の部】 金　額金　額
固定資産固定資産 22,510

有形固定資産有形固定資産 19,927
事業用資産事業用資産 16,854

土地土地 8,295
建物建物 7,803
工作物工作物 756

インフラ資産インフラ資産 2,977
土地土地 1,333
工作物工作物 1,644

物品物品 96
無形固定資産無形固定資産 0
投資その他の資産投資その他の資産 2,583

投資及び出資金投資及び出資金 1,445
基金基金 987
その他その他 151

流動資産流動資産 1,019
現金預金現金預金 266
基金基金 709
その他その他 44

資産合計資産合計 23,529

【負債の部】【負債の部】 金　額金　額
固定負債固定負債 8,924

地方債地方債 7,032
退職手当引当金退職手当引当金 1,892

流動負債流動負債 958
地方債地方債 758
賞与等引当金賞与等引当金 135
預り金預り金 65

負債合計負債合計 9,882
【純資産の部】【純資産の部】 金　額
固定資産等形成分固定資産等形成分 23,227
余剰分（不足分）余剰分（不足分） △ 9,580

純資産合計純資産合計 13,647
負債及び純資産合計負債及び純資産合計 23,529

科目名科目名 金　額金　額
前年度末純資産残高前年度末純資産残高 15,159

純行政コスト（△）純行政コスト（△） △ 6,426
財源財源
　税収等　税収等
　国県等補助金　国県等補助金

6,226
4,750
1,476

本年度差額本年度差額 △ 200
固定資産等の変動（内部固定資産等の変動（内部
変動）変動）

有形固定資産等の増加有形固定資産等の増加
有形固定資産等の減少有形固定資産等の減少
貸付金・基金等の増加貸付金・基金等の増加
貸付金・基金等の減少貸付金・基金等の減少

その他その他 △ 1,311
本年度純資産変動額本年度純資産変動額 △ 1,512
本年度末純資産残高本年度末純資産残高 13,647

（単位：百万円）

（単位：百万円）

　当町では平成 29 年度末までに約 235 億円
もの資産を有しており、庁舎や学校などの事業
資産が約 169 億円、道路や公園などのインフ
ラ資産が約 30 億円となっています。
　負債は約 99 億円となっており、多くを地方
債が占めています。純資産は約 136 億円で、
現在までの世代が負担したものです。
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　行政コスト計算書は、資産形成に結びつかない
経常的な行政活動に係る費用（経常的な費用）と、
その行政活動と直接の対価性のある使用料・手数
料などの収益（経常的な収益）を表しています。

（単位：百万円）

　行政活動に伴う現金などの資金の流れを性質
の異なる３つの活動に分けて表しています。

（単位：百万円）

行 政 コ ス ト 計 算 書行 政 コ ス ト 計 算 書資 金 収 支 計 算 書資 金 収 支 計 算 書

科目名科目名 金　額金　額
経常費用経常費用 6,735

業務費用業務費用 4,602
人件費人件費 2,170

職員給与費職員給与費 1,834
賞与等引当金繰入額賞与等引当金繰入額 △ 4
退職手当引当金繰入額退職手当引当金繰入額 255
その他その他 85

物件費等物件費等 2,343
物件費物件費 1,671
減価償却費減価償却費 672

その他の業務費用その他の業務費用 89
支払利息支払利息 67
その他その他 22

移転費用移転費用 2,133
補助金等補助金等 839
社会保障給付社会保障給付 720
他会計への繰出金他会計への繰出金 530
その他その他 44

経常収益経常収益 310
使用料及び手数料使用料及び手数料 69
その他その他 241

純経常行政コスト純経常行政コスト 6,425
臨時損失臨時損失 1
臨時利益臨時利益 0

純行政コスト純行政コスト 6,426

【業務活動収支】【業務活動収支】 金　額金　額
業務支出業務支出 5,811

業務費用支出業務費用支出 3,723
人件費支出人件費支出 1,919
物件費等支出物件費等支出 1,671
支払利息支出支払利息支出 66
その他の支出その他の支出 67

移転費用支出移転費用支出 2,088
補助金等支出補助金等支出 838
社会保障給付支出社会保障給付支出 720
他会計への繰出金他会計への繰出金 530
その他の支出その他の支出 0

業務収入業務収入 6,549
税収等収入税収等収入 4,765
国県等補助金収入国県等補助金収入 1,476
使用料及び手数料収入使用料及び手数料収入 69
その他の収入その他の収入 239

業務活動収支業務活動収支 738
【投資活動収支】【投資活動収支】 金　額
投資活動支出投資活動支出 1,019

公共施設等整備費支出公共施設等整備費支出 468
その他その他 551

投資活動収入投資活動収入 356
基金取崩収入基金取崩収入 348
その他その他 8

投資活動収支投資活動収支 △ 663
【財務活動収支】【財務活動収支】 金　額
財務活動支出財務活動支出 775
財務活動収入財務活動収入 692

財務活動収支財務活動収支 △ 83
本年度資金収支額本年度資金収支額 △ 8
前年度末資金残高前年度末資金残高 209
本年度末資金残高本年度末資金残高 201

前年度末歳計外現金残高前年度末歳計外現金残高 66
本年度歳計外現金増減額本年度歳計外現金増減額 △ 1
本年度末歳計外現金残高本年度末歳計外現金残高 65
本年度末現金預金残高本年度末現金預金残高 266

※資金収支計算書上の本年度末現金預金残高は、
　貸借対照表上の現金預金と合致します。
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７
７
０
７

　

出
産
後
に
心
身
の
ケ
ア
や
育

児
の
支
援
が
必
要
な
方
が
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、

町
内
の
助
産
院
で
授
乳
指
導
や

育
児
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

利
用
で
き
る
方
（
両
方
に
当
て

は
ま
る
方
）

〇
出
産
後
の
体
調
が
不
良
の
方

　

ま
た
は
育
児
に
不
安
が
あ
る

　

方
で
、
産
後
に
家
族
な
ど
か

　

ら
の
十
分
な
家
事
・
育
児
の

　

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
方

〇
栄
町
に
住
所
が
あ
り
、
出
産

　

後
４
か
月
未
満
の
産
婦
と
そ

　

の
乳
児

内　

容

〇
産
婦
に
係
る
保
健
指
導
、
乳

　

房
管
理
な
ど
の
支
援

〇
乳
児
に
係
る
保
健
指
導
、
沐

　

浴
な
ど
の
支
援

〇
育
児
に
関
す
る
助
言
、
相
談

　

支
援

実
施
機
関　

助
産
院
ゆ
い

※
ご
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、

　

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

子
育
て
包
括
支
援
室

　


37-

７
１
８
５

新
婚
さ
ん
の
新
生
活
を

新
婚
さ
ん
の
新
生
活
を

応
援
し
ま
す

応
援
し
ま
す

産
後
ケ
ア
事
業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

産
後
ケ
ア
事
業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

種類 内容 利用
できる方

利用
日数 利用者負担額

宿泊型
事業所に対象者を宿泊さ
せて実施（１泊２日食事
３回含む）

産後４か月
未満の乳児
および母親

７日

まで

１泊２日 5,090 円
（1泊追加 5,090 円）
非課税世帯 2,040 円

デイケア型
事業所に対象者が日帰り
で利用して実施
（５～６時間、昼食含む）

あわ
せて
７日
まで

１日 1,530 円
非課税世帯 510円

訪問型
事業所の助産師が対象者
の自宅を訪問して実施
（２時間程度）

１回 1,020 円
非課税世帯 310円

産後ケア事業の実施内容

　

令
和
元
年
第
４
回
栄
町
議
会

定
例
会
は
、
12
月
３
日
㈫
10
時

か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
令
和
元
年
第
３
回
栄
町

議
会
定
例
会(

９
月
議
会)
の
会

議
録
は
、
町
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

役
場
行
政
資
料
室
お
よ
び
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
さ
か
え
の
図
書
室
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

議
会
事
務
局

　
　
　
　


33-

７
７
１
５

1212
月
定
例
議
会
の
開
催

月
定
例
議
会
の
開
催

　

令
和
２
年
４
月
30
日
任
期
満

了
に
伴
う
栄
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
の
選
挙
期
日
は
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。

告
示
日

　

令
和
２
年
４
月
14
日
㈫

選
挙
期
日

　

令
和
２
年
４
月
19
日
㈰

定　

数　

14
名

問
合
せ　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　


95
‐
１
１
１
１

栄
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

栄
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
の

選
挙
日
が
決
ま
り
ま
し
た

選
挙
日
が
決
ま
り
ま
し
た

　

地
震
な
ど
の
災
害
時
に
自
動

で
電
気
を
遮
断
す
る
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日

本
大
震
災
な
ど
の
大
震
災
で

は
、
電
気
器
具
の
転
倒
や
停
電

が
復
旧
し
た
際
な
ど
、
電
気
に

よ
る
火
災
が
多
く
発
生
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
の
電
気
火
災
対
策
に

効
果
的
と
さ
れ
る
の
が
「
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
」
で
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と
は

　

地
震
発
生
時
に
設
定
値
以
上

の
揺
れ
を
感
知
し
た
と
き
に
、

ブ
レ
ー
カ
ー
や
コ
ン
セ
ン
ト
な

ど
の
電
気
を
自
動
的
に
止
め
る

器
具
で
す
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
種
類

①
分
電
盤
タ
イ
プ
（
内
蔵
型
）

②
分
電
盤
タ
イ
プ
（
後
付
型
）

③
コ
ン
セ
ン
ト
タ
イ
プ

④
簡
易
タ
イ
プ

　　
問
合
せ　

消
防
防
災
課
予
防
班

　
　
　
　


95-

８
９
８
１

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を

つ
け
ま
し
ょ
う

つ
け
ま
し
ょ
う



9 広報さかえ

～
夕
暮
れ
の

早
め
の
ラ
イ
ト
で

防
ぐ
事
故
～

・
年
末
の
こ
の
時
期
は
、
日
没

　

時
刻
が
早
く
、
ま
た
交
通
量

　

の
多
い
時
間
帯
と
夕
暮
れ
時

　

が
重
な
り
、
交
通
事
故
が
心

　

配
さ
れ
ま
す
。

・
外
出
の
際
は
、
明
る
い
目
立

　

つ
色
の
服
装
を
着
用
し
た
り
、

　

反
射
材
や
懐
中
電
灯
な
ど
を

　

身
に
着
け
る
よ
う
に
し
ま
し

　

ょ
う
。

・
忘
年
会
な
ど
飲
酒
の
機
会
が

　

増
え
る
こ
と
か
ら
飲
酒
運
転

　

に
よ
る
事
故
も
心
配
さ
れ
ま

　

す
。
自
動
車
で
飲
食
店
な
ど

　

に
行
く
場
合
に
は
、
ハ
ン
ド

　

ル
キ
ー
パ
ー
（
お
酒
を
飲
ま

　

ず
運
転
す
る
人
）
を
決
め
て

　

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

師
走
を
迎
え
、
何
か
と
慌
た

だ
し
さ
の
増
す
こ
の
時
期
、
お

出
か
け
の
際
は
特
に
注
意
し
、

交
通
安
全
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

総
務
課
行
政
班

　
　
　
　


95-

１
１
１
１

冬
の
交
通
安
全
運
動

冬
の
交
通
安
全
運
動

12
月
10
日
㈫
～
19
日
㈭

・
消
防
団
員
は
、
普
段
は
１
人

　

ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業

　

に
従
事
し
な
が
ら
、「
自
ら

　

の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い

　

う
郷
土
愛
護
の
精
神
に
基
づ

　

き
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と

　

し
て
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

・
消
防
団
員
の
所
属
す
る
消
防

　

団
は
、
町
内
で
の
火
災
発
生

　

時
の
消
火
活
動
や
災
害
発
生

　

時
に
備
え
て
行
う
訓
練
、
災

　

害
発
生
時
の
巡
回
な
ど
、
栄

　

町
の
安
全
安
心
の
た
め
に
活

　

動
し
て
い
ま
す
。

・
女
性
消
防
団
員
も
応
急
手
当

　

や
火
災
予
防
の
普
及
啓
発
な

　

ど
消
防
団
の
発
展
の
た
め
に

　

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

栄
町
消
防
団
と
女
性
消
防
団

は
、
新
入
団
員
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。　

　

消
防
団
に
興
味
が
あ
る
方
ま

た
は
入
団
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
消
防
防
災
課
総
務
班
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

栄
町
消
防
団
に
入
団
し
て
、

栄
町
の
安
心
安
全
の
た
め
に
活

動
し
ま
し
ょ
う
。

　
問
合
せ

　

消
防
防
災
課
総
務
班

　


95-

８
９
８
０

消
防
団
新
入
団
員
の
募
集

消
防
団
新
入
団
員
の
募
集

　

令
和
２
年
栄
町
消
防
出
初
式

を
開
催
し
ま
す
。
式
典
は
、
ど

な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
栄
中
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

日　

時　

１
月
11
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～

会　

場

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　

文
化
ホ
ー
ル

問
合
せ　

消
防
防
災
課
総
務
班

　
　
　
　


95
‐
８
９
８
０

令
和
２
年
栄
町
消
防
出
初
式

令
和
２
年
栄
町
消
防
出
初
式

災
害
に
よ
る

災
害
に
よ
る

農
業
関
連
ご
み
の
対
応

農
業
関
連
ご
み
の
対
応

・
被
災
し
た
農
業
用
ハ
ウ
ス
の

　

ビ
ニ
ー
ル
や
骨
の
処
分
を
無

　

料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

　

処
分
し
た
い
方
は
産
業
課
に

　

電
話
で
予
約
を
し
て
下
さ
い
。

　
　

処
分
場
（
り
さ
い
く
る
や

　

大
野
【
興
津
】）
ま
で
の
搬

　

入
は
個
人
ま
た
は
解
体
業
者

　

な
ど
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
搬
入
期
間
は
令
和
２
年
２
月

　

14
日
㈮
ま
で

・
台
風
に
よ
っ
て
処
分
し
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
い
稲
わ
ら
に
つ

　

い
て
、
相
談
窓
口
を
設
置
し

　

て
い
ま
す
。

予
約
・
問
合
せ

　

産
業
課
農
政
推
進
班

　


33-
７
７
１
３

・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警

　

報
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
る
全
国

　

一
斉
情
報
伝
達
試
験
を
実
施

　

し
ま
す
。

・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
地
震
や
津

　

波
な
ど
の
緊
急
時
、
す
ぐ
に

　

対
処
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

　

事
態
が
発
生
し
た
際
、
国
が

　

市
町
村
の
防
災
行
政
無
線
を

　

利
用
し
て
、
住
民
に
直
接
知

　

ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

・
国
で
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
正
常

　

に
動
作
し
て
い
る
こ
と
の
確

　

認
と
し
て
伝
達
試
験
を
実
施

　

し
ま
す
。

　

試
験
当
日
は
、
防
災
行
政
無

線
か
ら
実
際
に
放
送
が
流
れ
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実
施
日

　

12
月
４
日
㈬　

11
時
頃

対
象
区
域　

栄
町
全
域

放
送
内
容

　

チ
ャ
イ
ム
音
の
あ
と
に
、「
こ

れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
。」
を
３
回
繰
り
返
し
て

放
送
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ

　

消
防
防
災
課
防
災
班

　


95-

８
９
８
３

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験



10令和元年 12 月 １ 日

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域

社
会
で
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
町
内
各
地
区
に
配
置
さ
れ
、

主
に
地
域
住
民
の
福
祉
相
談
や
社

会
福
祉
行
政
な
ど
へ
の
協
力
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉

に
関
す
る
相
談
活
動
を
専
門
的
に

行
い
、
町
内
全
域
を
担
当
し
ま
す
。

　

新
た
に
38
名
の
皆
さ
ん
が
厚
生

労
働
大
臣
及
び
千
葉
県
知
事
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
12
月
１
日
か
ら
令
和
４

年
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課

　
　
　
　

福
祉
総
務
班
⑥
番
窓
口

　
　
　
　


33-

７
７
０
７

氏　名 担当区域 電話番号
内　藤　妙　子 上町 95-0884
日　暮　秀　男 上町 95-0124
小　幡　節　子 台下 95-1038
大　野　哲　夫 辺引 95-2450
近　藤　康　夫 鷲町・仲町 95-0534
秋　山　優　子 下町・仲町 95-3008
眞　田　幸　夫 松ヶ丘 95-3229
鹿　田　英　行 田中 95-2514
葛　生　みゆき 須賀 95-1407
浮　嶋　澄　子 新田 95-1671
鈴　木　正　也 北辺田 95-3663
鈴　木　好　雅 矢口 95-1856
篠　田　伸　洋 興津 95-1443
渡　邊　君　江 麻生 95-1305
中　村　光　夫 酒直台 1丁目 95-5369
岡　野　良　明 酒直台 2丁目 95-2310
伊　藤　正　孝 酒直・酒直白山 85-0793
片　野　信　一 南部 95-3547

藤　﨑　和　幸 龍角寺 090-1845-
3567

高　野　秀　代 竜角寺台 1・2丁目 95-8380

氏　名 担当区域 電話番号
岡　田　千代子 竜角寺台 3丁目 95-5231

大　村　和　子 竜角寺台 4丁目
事務局
33-7707

小　田　和　弘 竜角寺台 5丁目 080-3409-
2650

坪　井　正　子 竜角寺台 6丁目 95-4925
糸　川　隆　男 安食台 2丁目 95-4355
中　原　貞　男 安食台 3丁目 95-2276
髙　梨　幾　太 安食台４丁目 95-8816
田　山　とし子 安食台５丁目 95-1894
福　島　堅　志 安食台 1・6丁目 95-2937
竹　内　美津枝 三区 95-0386
司　代　京　子 南ヶ丘 1丁目 95-7599
藤　井　名美枝 南ヶ丘 2丁目 85-0567
吉　澤　利　夫 西・布太・三和 95-2641
西　城　　　猛 北・中谷 95-0195
齊　藤　和　江 布鎌酒直・四ッ谷・和田・出津 95-3562
野　嵜　ひろ子 南・曽根・押付 95-2616
齋　籐　純　子 主任児童委員（町内全域）95-6538
伊　藤　智英美 主任児童委員（町内全域）85-0098

■ 民生委員児童委員・主任児童委員名簿（任期／ 12 月１日～令和４年 11 月 30 日）

あ
な
た
の
地
域
の
相
談
役

あ
な
た
の
地
域
の
相
談
役

民
生
委
員
児
童
委
員
・

民
生
委
員
児
童
委
員
・

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

※請方地区は、令和２年４月１日から委嘱となる予定です。

こ
れ
ま
で
の
対
象
者

〇
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し

　

の
方

〇
40
歳
以
上
で
要
介
護
１
か
ら

　

要
介
護
５
の
方

改
正
後
の
対
象
者

〇
65
～
79
歳
で
ひ
と
り
暮
ら
し

　

の
方

○
80
歳
以
上
の
高
齢
者

※
40
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
介

　

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

　

利
用
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

交
付
枚
数　

交
付
月
に
よ
り
１

　

月
当
た
り
４
枚
交
付

助
成
額　

　
利
用
料
金
の
２
分
の
１
を
助

成
（
１
，
０
０
０
円
が
上
限
）

※
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

　

は
、
栄
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

　

用
券
を
お
渡
し
す
る
際
に
一

　

覧
表
を
お
渡
し
し
ま
す
。
ま

　

た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
　
福
祉
・
子
ど
も
課

　

福
祉
総
務
班
⑥
番
窓
口
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福
祉
タ
ク
シ
ー

福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
者
の
拡
大

利
用
者
の
拡
大

　

こ
れ
ま
で
、
家
族
が
い
る
高

齢
者
（
日
中
独
居
の
方
）
は
対
象

と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

10
月
１
日
よ
り
高
齢
者
の
移
動

手
段
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

新
た
に
80
歳
以
上
の
全
て
の
高

齢
者
を
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
の

助
成
対
象
と
し
ま
し
た
。

　

７
月
下
旬
に
通
知
し
た
住
民

税
非
課
税
（
均
等
割
）
の
方
に

つ
い
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
購
入
す
る
た
め
の
引
換

券
申
請
期
限
が
間
近
か
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

お
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て

下
さ
い
。

申
請
期
限　

12
月
27
日
㈮

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

購
入
引
換
券
の

購
入
引
換
券
の

申
請
期
限
が
間
近
！

申
請
期
限
が
間
近
！

引
換
券
を
お
持
ち
の
方
に

引
換
券
を
お
持
ち
の
方
に

商
品
券
販
売
中

商
品
券
販
売
中
‼‼

販
売
場
所

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
受
付
・

販
売
窓
口
（
役
場
１
階
③
番
窓
口
）

※
12
月
～
令
和
２
年
１
月
は
、

　

第
２
土
・
日
に
も
販
売
し
ま
す
。

※
日
曜
日
は
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

内
、
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
で
販
売

販
売
額　

４
千
円
（
商
品
券
は

　

５
千
円
分
）
で
５
セ
ッ
ト
２
万

　

円
（
商
品
券
は
２
万
５
千
円

　

分
）
ま
で

※
商
品
券
１
セ
ッ
ト
は
、
５
百

　

円
券
の
10
枚
つ
づ
り

販
売
期
限　
　

　

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

販
売
時
間　

９
時
～
16
時
30
分

持
参
す
る
も
の

○
商
品
券
購
入
引
換
券

○
本
人
確
認
書
類
（
健
康
保
険

　

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

　

運
転
免
許
証
な
ど
）

●
商
品
券
の
使
用
期
限

　

令
和
２
年
２
月
29
日
㈯

　

商
品
券
が
使
え
る
店
舗
に
は

旗
が
立
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当

　


33-

７
７
０
７
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処
方
せ
ん
に
よ
り
調
剤
薬
局

処
方
せ
ん
に
よ
り
調
剤
薬
局

で
「
先
発
医
薬
品
」
の
支
払
い

で
「
先
発
医
薬
品
」
の
支
払
い

を
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
ご
加

を
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
ご
加

入
の
方
を
対
象
に
、

入
の
方
を
対
象
に
、
1212
月
上
旬

月
上
旬

に
お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
す
。

に
お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
す
。

（
町
で
は
、
２
月
、
５
月
、
８

（
町
で
は
、
２
月
、
５
月
、
８

月
の
処
方
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ

月
の
処
方
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ

ご
案
内
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

ご
案
内
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
８
月
の
処
方
が
対
象
と

今
回
は
８
月
の
処
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。）

な
り
ま
す
。）

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
処
方
さ

　

こ
の
お
知
ら
せ
は
、
処
方
さ

れ
た
お
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

れ
た
お
薬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
あ
る
こ
と
、
切
り
替
え

薬
品
が
あ
る
こ
と
、
切
り
替
え

に
よ
り
医
療
費
が
節
約
で
き
る

に
よ
り
医
療
費
が
節
約
で
き
る

こ
と
を
ご
案
内
す
る
も
の
で

こ
と
を
ご
案
内
す
る
も
の
で

す
。
す
。

　

ま
ず
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ

　

ま
ず
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、処
方
せ
ん
の「
変

さ
い
。
ま
た
、処
方
せ
ん
の「
変

更
不
可
」
の
欄
に
医
師
の
サ
イ

更
不
可
」
の
欄
に
医
師
の
サ
イ

ン
が
な
い
場
合
は
、
薬
局
で
薬

ン
が
な
い
場
合
は
、
薬
局
で
薬

剤
師
に
ご
相
談
の
う
え
ジ
ェ
ネ

剤
師
に
ご
相
談
の
う
え
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
こ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
他

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
他

の
病
気
や
体
質
な
ど
の
理
由
に

の
病
気
や
体
質
な
ど
の
理
由
に

よ
り
変
更
で
き
な
い
場
合
も
あ

よ
り
変
更
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

問
合
せ

問
合
せ　

住
民
課

　

住
民
課

　
　
　
　

国
保
年
金
班

　
　
　
　

国
保
年
金
班

　
　
　
　

②
番
窓
口

　
　
　
　

②
番
窓
口
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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

関
す
る
お
知
ら
せ

関
す
る
お
知
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
替
え
る
に
は
？

切
り
替
え
る
に
は
？

施設名 地　区
測定値

５㎝ 50㎝ １m

竜角寺近隣公園 竜角寺台二丁目 13 番地２ 0.06 0.06 0.06 

旧矢口神明公園 矢口神明四丁目 17 番地 0.10 0.09 0.09

布鎌小学校（グラウンド） 請方 157 番地１ 0.08 0.07 0.07

栄町役場（玄関前駐車場） 安食台一丁目２番 0.06 0.06 0.06
問合せ　環境協働課環境班
　　　　 33-7710

単位：マイクロシーベルト /1 時間当たり（μ Sv/h）
機器：日立 ALOKA 製γ線シンチレーション式
　　　サーベイメーター型名 TCS-172B

測定日／令和元年 10 月 23 日㈬
　晴れ

※環境省が示す基準値は、0.23 マイクロシーベルト未満です。栄町放射線量測定結果栄町放射線量測定結果

　

高
齢
者
の
日
常
生
活
の
状
況

や
在
宅
介
護
者
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
利
用
状
況
な
ど
か
ら
課
題
を

把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、「
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
」
が
、
３
年
に
１
度
、
見
直

し
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度

ま
で
の
計
画
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
対
象
者
の
方
に
は
、
調

査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間

　

12
月
20
日
～
１
月
17
日

※
調
査
の
種
類
、調
査
対
象
者
は
、

　

左
表
の
と
お
り

問
合
せ

　

健
康
介
護
課
介
護
総
務
班

　

33-
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７
０
９

高
齢
者
保
健
福
祉
・
在
宅

高
齢
者
保
健
福
祉
・
在
宅

介
護
実
態
調
査
に
関
す
る

介
護
実
態
調
査
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

力
を
お
願
い
し
ま
す

調査の種類 調査対象者

介護予防・
日常生活圏域
ニーズ調査

〇 65歳以上の方
〇介護予防・日常
　生活支援総合
　事業対象者
〇要支援認定者

在宅介護

実態調査

〇要介護１～５
　の認定者で、在
　宅の方および
　その家族（介護
　者）
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さかえスポーツフェスタさかえスポーツフェスタ
～誰もがオリンピックを目指して～～誰もがオリンピックを目指して～

問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　 95-1112
　2020 年東京オリンピックの開催に向けて、トップアスリートを招きスポーツ教室を行う「さ
かえスポーツフェスタ～誰もがオリンピックを目指して～」を開催します！

日　時　
　オープニングセレモニー ･･･ ９時～
　教　室…10 時～
会　場
○栄中学校体育館（開会式、バレーボール教室、

卓球教室）
○栄中学校グラウンド（陸上教室）
※陸上教室は雨天時安食小学校体育館に変更します。
※教室は中学生のみの参加になりますが、見学は自
　由です。

ゲストアスリート　（敬称略）
バレーボール教室
　ヨーコ・ゼッターランド
　（バルセロナ・アトランタオリンピック出場）
　丸山　由美
　（ロサンゼルス・ソウルオリンピック出場）
　齋藤　信治
　（北京オリンピック出場、世界選手権出場）
卓球教室
　渡邉　恵子（世界選手権出場）
　藤沼　亜衣（シドニー・アテネオリンピック出場）
陸上競技
　井上　将憲
　（’95 ユニバーシアード福岡大会出場、長野・ソル
　トレークシティオリンピック出場、世界選手権出場）
　君野　貴弘
　（走高跳、U20 世界選手権大会３位、スーパー陸
　上大会準優勝、世界陸上セビリア大会出場）

丸山由美さんヨーコ・ゼッタ
ーランドさん

齋藤信治さん 渡邉恵子さん

藤沼亜衣さん 君野貴弘さん

※この事業はスポーツ
　振興くじの助成金を
　受けて実施します。

7 名のトップアスリート7 名のトップアスリート

12 月 21 日㈯
中学生スポーツ教室

井上将憲さん

※都合によりゲストアスリートが変更になる場合があります。
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①健康なランナーなら誰でも参加できます。
②参加申込書の誓約書に必ず捺印をして提出してください。
③ 18 歳未満の方は、保護者の承諾（捺印）が必要です。

2020 さかえリバーサ
イドマラソン

2020 さかえリバーサ
イドマラソン

２/16 ㈰２/16 ㈰ スタート・ゴールスタート・ゴール ふれあいプラザさかえふれあいプラザさかえ

申込み　12 月 27 日㈮まで申込み　12 月 27 日㈮まで

参加資格

 ※町内とは、町内在住・在勤者です。　

種目 距離 出場資格 スタート 参加費
一般男子・女子 A

ハーフ

高校生～ 29 歳以下

10:25

町内 3,500 円
町外 4,000 円

一般男子・女子 B 30 歳～ 39 歳以下
一般男子・女子 C 40 歳～ 49 歳以下
一般男子・女子 D 50 歳～ 59 歳以下
一般男子・女子 E 60 歳以上
一般男子・女子 A

10㎞
実測 10.8㎞

高校生～ 29 歳以下

10:15
一般男子・女子 B 30 歳～ 39 歳以下
一般男子・女子 C 40 歳～ 49 歳以下
一般男子・女子 D 50 歳～ 59 歳以下
一般男子・女子 E 60 歳以上

一般男子・女子 5㎞
実測 5.2㎞

高校生以上
10:35

町内 2,500 円
町外 3,000 円

中学生男子・女子 中学 1 ～ 3 年生 町内 500 円
町外 1,000 円小学生男子・女子 2㎞ 小学 4 ～ 6 年生 9:55

親子の部 1㎞ 小学 3 年生以下の親子 9:40 2,000 円
ウォーキング

（当日参加可）
6㎞ 小学生以上

小学生は保護者同伴
9:35 500 円

　卒業後は、富士通陸上競技部にて活躍し、
2017 年３月 31 日に現役引退。
　現在は同社 企業スポーツ推進室に所属し、
スポーツ活動全般への支援、地域・社会貢献
活動など幅広い業務を担当している。

柏
かしわばら

原　竜
りゅうじ

二さん
( 富士通株式会社）

　東洋大学時代に箱根駅伝
で３度の総合優勝に貢献
し、４年連続５区区間賞を
獲得すると同時に、４年次
には主将としてチームを優
勝に導いた。

ゲストランナー

　さかえリバーサイドマラソンは、昨年、
3,278 名もの参加者と大勢の応援の方が
たが駆け付けた人気イベントです。
　さかえリバーサイドマラソン実行委員会
では協賛いただける団体、企業からの協賛
金のご協力をお願いしています。
協賛金　一口 5,000 円以上
※物品による協賛の場合は、5,000 円相当
　以上とさせて頂きます。
協賛特典　大会プログラムへの広告掲載など
広告サイズ　Ａ 4 の 1/4 サイズ  5,000 円
　　　　　　A4 の 1/2 サイズ  10,000 円
　　　　　　全　面　　　　　 30,000 円
応募方法　12 月 27 日㈮までに生涯学習
　課スポーツ振興班へ直接お申込みください。

さかえリバーサイドマラソン
協賛広告募集

申込方法
①申込書
　所定の申込書に必要事項を記入し、参加費を添えて最寄
りの郵便局へお申込みください。申込書は役場・ふれあい
プラザさかえ窓口にございます。
　また、大会事務局へお問い合わせいただければ郵送いた
します。
②インターネット
・エントリーセンター　http://www.tecnoplan.co.jp/
・スポーツエントリー　https://www.sportsentry.ne.jp
・ＲＵＮＮＥＴ　  https://runnet.jp/
・ＬＡＷＳＯＮ　ＤＯ！ＳＰＯＲＴＳ

　https://do.l-tike.com/
・スポーツナビＤｏ　https://dosports.yahoo-net.jp/
③コンビニエンスストア
　ファミリーマートに設置している「ファミポート」でス
ポーツエントリーの画面から申込みできます。
④電話 
　スポーツエントリー（電話 0570-039-846）へ直接お
かけください。なお、平日 10 時～ 17 時の間でのみの受
付となります。
※申込み後のキャンセルおよび種目変更はできません。
　また、一度お支払いいただいた参加費は一切返金できま
　せんのでご注意ください。

競技種目

　さかえリバーサイドマラソンを一緒に盛
り上げてくれる、模擬店の出店希望者を募
集します。
出店日時　２月 16 日㈰　９時～ 14 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
出店料　町内 7,000 円
※１店舗につき、テント１張（２間×３間）、
　イス４脚、テーブル４台を用意します。
※出店数が多数となった場合は調整させて
　頂くことがあります。
申込期限　12 月８日㈰
※詳しくは、大会ホームページでご確認く
　ださい。
説明会　12 月 12 日㈭　19 時～　
　　　　ふれあいプラザさかえ１階会議室④

出店者募集

問合せ　さかえリバーサイドマラソン実行委員会
　　　　（生涯学習課　 95-1112）
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　栄町にバス会社があることをご存じですか？
　株式会社きらり観光さんは、車庫・営業所は上福田にあるものの、本社は自宅を兼ねた竜角寺
台にあり、地域に根差したバス事業に取り組んでいます。
　観光旅行、冠婚葬祭、研修や部活動の送迎など、移動の手段としてバスを利用する際に、まず
は価格の安さに目がいきがちですが、その前に一番大切な安全を忘れてはいけません。きらり観
光さんは、2018 年に、貸切バス事業者の安全性評価制度であるセーフティバスの事業者として
認定を受けました。この基準をクリアするだけでも厳しいですが、その他にも独自の取り組みと

わたしのまちのお店紹介⑰

閲覧日 閲覧者 委託者 利用目的 閲覧範囲 件数

平成 31 年
２月 21 日

一般社団法人
新情報センター

国立大学法人東京大
学社会科学研究所

親子関係についての人
生振り返り調査

安食台５丁目、６丁目
の 60 歳以上 69 歳以下
の男女

20

令和元年
７月 24 日

株式会社
エスピー研

千葉県総合企画部
報道広報課

千葉県政に関する世論調
査

北辺田地区の 18 歳以
上の男女

16

８月８日
株式会社
東京商工リサーチ

千葉県健康福祉部
健康づくり支援課

令和元年度生活習慣に関
するアンケート調査

町内全域の 15 歳以上の
男女

30

８月 28 日
株式会社
マーケティング・
リサーチ・サービス

千葉県環境生活部
県民生活・文化課

文化芸術の振興に関する
アンケート調査

竜角寺台１丁目の 18 歳
以上の男女

16

９月 10 日
株式会社
サーベイリサーチ
センター

千葉県総合企画部
男女共同参画課

男女共同参画社会の実
現に向けての県民意識
調査

安食台３丁目の 20 歳
以上の男女

20

９月 24 日
一般社団法人
新情報センター

国立病院機構
久里浜医療センター

ネット・ゲーム使用と
生活習慣に関する実態
調査

竜角寺台１丁目、２丁
目の 10 歳以上 80 歳未
満の男女

23

９月 27 日
株式会社
日本リサーチ
センター

ＮＨＫ放送文化研究
所

１１月全国個人視聴率
調査

矢口、矢口神明１～５
丁目、竜角寺台５丁目
の７歳以上の男女

12

９月 27 日
株式会社
日本リサーチ
センター

独立行政法人
労働政策研究・研修
機構

職業と生活に関する調
査

安食地区の 25 歳以上
64 歳以下の男女

30

　

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42
年
法
律
第
81
号
）
第
11
条
第

３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
状
況
に
つ

い
て
公
表
し
ま
す
。

　

閲
覧
範
囲
の
内
容
は
、
氏
名
・
住
所
・
性
別
・
生
年
月
日

で
す
。
閲
覧
期
間
は
、
平
成
30
年
11
月
１
日
～
令
和
元
年
10

月
31
日
で
す
。

問
合
せ　

住
民
課
戸
籍
住
民
班
①
番
窓
口

　
　
　
　

 


33
‐
７
７
０
４

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
者
の
公
表

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
者
の
公
表

して、全車両にドライブレコーダーや GPS、各種センサー
を搭載し、バスの速度や揺れを本部で管理するなど、万全の
体制で安心・安全を見守っているとのことです。
　きらり観光さんでは、目的や利用人数に合わせて、小型バ
スから大型バスまで各種貸切バスを用意しているので（全 25
台）、まずはお気軽に相談されてみてはいかがでしょうか？
問合せ　株式会社きらり観光　 33-5498
　　　　住所： 竜角寺台 5-12-1（本社）
   　　　　　　成田市上福田 493（営業所・車庫）
　　　　営業時間：9 時～ 20 時

　

10
月
18
日
、
安
食
小
学
校
５
・
６
年
生
を

対
象
に
「
手
づ
く
り
み
ら
い
教
室
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
・
千
葉
県
技

能
士
会
連
合
会
が
主
催
し
、
午
前
中
は
子
ど

も
達
の
も
の
づ
く
り
体
験
、
午
後
は
職
人
に

よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
も
の
づ
く
り
体
験
で
は
、
グ
ル

ー
プ
別
に
分
か
れ
て
行
い
、
職
人
か
ら
の
助

言
や
支
援
を
参
考
に
料
理
や
作
品
を
作
り
あ

げ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
畳
職
人
の
米
井
さ
ん
か
ら
畳

の
歴
史
や
豆
知
識
、
畳
の
作
り
方
や
道
具
な

ど
の
話
を
通
し
て
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る

想
い
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
何
度
も
失
敗
し
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ

る
」
こ
と
を
聞
い
た
子
ど
も
達
は
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
体
験
活
動
を
通

し
て
強
く
感
じ
と
り
ま
し
た
。

　　
　問

合
せ　

栄
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
　

33
‐
７
７
１
７

安
食
小
学
校
で

安
食
小
学
校
で

「
手
づ
く
り
み
ら
い
教
室
」
を
実
施

「
手
づ
く
り
み
ら
い
教
室
」
を
実
施



15 広報さかえ

町
の
ト
ピ
ッ
ク

話
題
に
な
っ
た
こ
と

町
の
ト
ピ
ッ
ク

町
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と

旭
日
単
光
章

秋
の
叙
勲

　10 月 30 日、千葉県庁前羽衣公園内で、
青色回転灯付き防犯パトロールカーの寄
贈式が行われ、当町にも「夢まるふぁん
ど委員会」から寄贈されました。
　「夢まるふぁんど委員会」は千葉県内
マスメディアの千葉日報社、千葉テレビ
放送、ベイエフエムと千葉県遊技業協同
組合が、平成 17 年７月に県内における
幅広い社会貢献活動を行うことを目的に
発足したものです。
　これまでも「ちばふるさと振興サポー
ト事業」として、平成 18 年～ 30 年ま
での間に、県内各市町村に防犯パトロー
ルカーが寄贈されています。
　栄町にも平成 21 年に寄贈され、今回
の寄贈で 2 台目となっています。
問合せ　総務課　 95-1111

夢まる防犯パトロールカーが寄贈されました

　11 月５日、一般社団法人成田法人
会山本常任理事が来庁され、町長に
AED（自動体外式除細動器）が手渡
されました。
　町長は、「町民の生命の安全のため
に有効に活用させていただきます」と
お礼の言葉を述べました。
　成田法人会は、地域社会貢献を推進
しており、今回、社団化 45 周年記念
事業として印旛郡市の市町に寄付され
ています。
問合せ　税務課　 33-7703

成田法人会より AED が寄贈されました

災害支援へのお礼
　このたびの台風 15 号およ
び 19 号、 さ ら に は 台 風 21
号による大雨に伴う災害支援
として、次のとおり町内外か
らたくさんのふるさと応援寄
附金を頂戴しております。
　いただいた温かいご寄附は
復興のため活用させていただ
きます。
　誠にありがとうございます。
　ふるさと応援寄附金

（災害支援分 11 月 6 日現在）
1,041 件　8,262,210 円

高
橋
　
康
夫
　
氏

(

須
賀
新
田)

元
栄
町
商
工
会
長

　

平
成
元
年
か
ら
平
成
７

年
ま
で
、
ま
た
、
平
成
12

年
か
ら
平
成
19
年
ま
で
の

計
12
年
間
に
わ
た
り
栄
町

商
工
会
理
事
と
し
て
、
平

成
19
年
か
ら
平
成
27
年
ま
で
栄
町
商
工
会
会
長
と

し
て
、
平
成
23
年
か
ら
平
成
24
年
ま
で
千
葉
県
商

工
会
監
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
の
栄
町
建
設
協
同
組
合
設
立

の
際
に
は
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
現
在
も
理
事

と
し
て
、
栄
町
建
設
業
界
の
発
展
の
た
め
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
、「
大
変
な
時
期
も
あ
っ
た
が
、

妻
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
乗
り
越
え
ら
れ
た
。」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

寄贈されたＡＥＤは、ふれあい
プラザさかえ受付窓口に設置し
ました。

▲
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　11 月６日小学校４校の代表児童８名と栄中の代表生徒８名（内１名議長）が子ども議員
として「子ども模擬議会」に参加しました。
　子ども議員一人一人が、学校生活上の課題や住みやすい町づくりに関することなどについ
て、地域の身近な課題の解決に向けて、町長・教育長はじめ町執行部に質問しました。
　チバテレビやケーブルネットワーク 296 もカメラ撮影や取材に入りましたが、子ども達
は熱気のこもる議場の雰囲気にのまれることなく、落ち着いて質問を伝えました。
　子ども議員の質疑に対し、町執行部からは答弁が繰り広げられ、子ども達にとって心に残
る体験活動になりました。
問合せ　学校教育課　 33-7717

15名の子ども議員が町に質問
～第５回栄町子ども模擬議会～

　11 月３日文化の日、毎年恒例となった千葉コスプレ大会 in さかえが、県立房総のむらを
会場に開催されました。今年は、親子参加のチームが多く、最年少は１歳のちびっ子忍者が
参加してくれました。優勝したＳМＡダンスは、華麗なアクロバットダンスを披露し、最後
は「がんばろう‼千葉」と書かれた巻き物を広げ、会場は拍手に包まれました。
結果は次のとおりです
問合せ　産業課　 33-7713

第５回千葉コスプレ大会 in さかえ　開催

優勝した
「ＳМＡダンス」

チーム

▲

▲

▲ ２位の「ぱれっと」チーム

３位の「Rei Brand」チーム

町
の
ト
ピ
ッ
ク

町
の
ト
ピ
ッ
ク

町
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と
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町
の
ト
ピ
ッ
ク

話
題
に
な
っ
た
こ
と

町
の
ト
ピ
ッ
ク

町
で
話
題
に
な
っ
た
こ
と

　下町町内会では、一般財団法人自治総合センター
の「宝くじ助成事業」の助成金を活用して、いすや
テーブル、エアコン、サロン活動用備品を整備購入
しました。
　これらの備品が整備されたことで、地域の集会や
サロンの開催など、集会所を使用した活動がより活
発に行えるようになりました。
問合せ　環境協働課協働推進室　 33-7710

宝くじ助成金で集会所備品を整備しました

　11 月 12 日～ 13 日に私立智光 ( ちこう ) 高級商工職業学
校の訪日教育旅行生のホームステイ体験が栄町で実施され、
26 名の生徒を町内 13 軒のご家庭で受け入れました。
　訪日教育旅行生は受け入れ先のご家庭で温かいおもてなし
を受け、日本の暮らしを垣間見て楽しい一夜を過ごし、最終
日は房総のむらを見学し、日本文化を満喫していました。
問合せ　教育総務課総務班　 33-7716

台湾からの訪日教育旅行生が栄町でホームステイを体験

　今回で５回目となる栄町産米食味コンテストが行われました。
農家自慢の栄町産コシヒカリ 22 点が出品され上位 10 人が表彰されました。
審査は食味計による審査を実施し、上位５人のお米を五つ星お米マイスター牧野基明さん、農業委員会
会長、ＪＡ西印旛農業協同組合東部支店長、印旛農業事務所の指導員の方などが実食検査を行い順位を
決定しました。

５回栄町産米食味コンテストの審査結果発表第

入賞者は以下のとおり。
栄町長賞
岩井秀喜さん（三区）
西印旛農業協同組合長賞
石原昭次さん（北辺田）
栄町議会議長賞
葛生康雄さん（須賀）
栄町農業委員会長賞
岡田一夫さん（西）
産業まつり実行委員会長賞
新海顕大さん（南）
印旛地域農林業振興普及協議会長賞（５人）
長澤康幸さん（請方）
塩田美枝子さん（請方）
金子一男さん（請方）
竹本昌男さん（三区）
藤﨑賢治さん（矢口）
　上位５名のうち一部の生産者のお米は数量限定ですがドラムの里「龍の市庭」で購入することができ
ます。この機会にぜひご賞味ください。
問合せ　産業課農政推進班　 33-7713

石原昭次さん

五つ星お米マイスター
牧野基明さん

葛生康雄さん

実食審査の様子

岩井秀喜さん
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　10 月 19 日、布鎌小学校体育館で行われた「栄町小学生
大相撲トーナメント」では、町内の小学生男女 32 人が参加
しました。
　当日は、栄町出身の舛乃山さんをはじめ、千賀ノ浦部屋力
士たちも来場し、小学生力士たちは本物の力士の応援を受
け、大相撲さながらの熱い戦いが繰り広げられました。
　また、外国人も訪れ、初めて間近で見る力士の姿に圧倒さ
れていました。
問合せ　生涯学習課スポーツ振興班　 95-1112

町小学生大相撲トーナメント栄

　どらまめの枝豆は、10 月の上旬から３週間ほどが食
べ頃です。
　その旬のどらまめを、　安食小学校と布鎌小学校の３
年生が「総合的な学習の時間」に、地域の良さを調べる
授業の中で、生産者を講師に迎え、「どらまめ」につい
て学び、生産者の圃場で収穫体験を行いました。

町内の小中学校の給食には「どらまめ」が提供され
みんなで楽しく味わいました。
問合せ　産業課農政推進班　 33-7713

らまめを勉強して、給食で味わいました！ど

　「花の会」の協力により安食駅前のロー
タリーの花壇に花を植えました。色とりど
りのパンジーを幾何学模様に配した花壇
は、安食駅前にひときわ華やかな雰囲気を
醸し出しています。
問合せ　産業課産業振興班　 33-7713

食駅前ロータリー花壇の花植
　　　　　　　　作業が行われました

安
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募　

集　

職
員
な
ど
の
募
集
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
、
相
談
事
業
の
告
知
な
ど

ま
ち
づ
く
り
大
学

　
　
　
　

公
開
講
座

　

成
田
税
務
署
で
は
、
所
得
税

の
青
色
申
告
決
算
書
の
作
成
や

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申

告
書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
と
会
場

○
12
月
５
日
㈭

　

八
街
市
中
央
公
民
館

　

２
階
小
中
会
議
室

○
12
月
６
日
㈮

　

印
西
市
役
所
３
階
大
会
議
室

○
12
月
９
日
㈪

　

成
田
市
中
央
公
民
館　

講
堂

○
12
月
16
日
㈪

　

四
街
道
市
役
所
５
階
会
議
室

○
12
月
17
日
㈫

　

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

　

タ
ー
会
議
室

時　

間　

　

各
日
13
時
～
15
時
30
分

　　

個
人
で
事
業
や
不
動
産
貸
付

を
行
う
方
は
、
記
帳
と
帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
個
人
で
事
業
を
行
っ

て
い
る
方
の
記
帳
・
帳
簿
等
の

保
存
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
、

青
色
決
算
説
明
会
・
消
費
税
説
明
会

「
認
知
症
を
知
る
、
予
防
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
」

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
そ
の
対
応
方
法
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

日　

時　

12
月
18
日
㈬

　
　
　
　

14
時
～
16
時

　
　

受
付
13
時
30
分
～

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　

さ
か
え　

３
階
視
聴
覚
室

講　

師　

栄
町
認
知
症
キ
ャ
ラ

　
　
　
　

バ
ン
メ
イ
ト

定　

員　

40
名

参
加
費　

無
料

申
込
み　

12
月
16
日
㈪
ま
で
に

　

電
話
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Ｄ
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又
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受
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。
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①
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～

　
　
　

③
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④
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受
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取
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。
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問合せ　生涯学習課
スポーツ振興班
 95-1112

今日から始めるウォーキング！

１．いつもエレベーターやエスカレーターを利用する。
２．休日は家でゴロゴロしていることが多い。
３．最近、運動をしていない。
４．ズボンのベルトの穴が１つ外にずれた。
５．車で移動することが多い。
　これらは運動不足のサインです。健康を守るために早めに対策をしましょう。

　適度な運動は、肥満や生活習慣病の予防に欠かせません。特に腰やひざに負担をかけずに気軽に
できるウォーキングは、最適な運動と言えます。

こんな心当たりありませんか？CHE
CK
！

早足で歩いて健康なからだをつくろう！
　交通機関の発達、電化製品の普及などで、仕事でも家でも
からだを動かすことが少なくなっています。
　運動不足は食生活の変化とともに、肥満や高血圧、糖尿病
などの生活習慣病が増加する原因です。
　運動不足解消のために１日あと 10 分（約１，０００歩）
多く歩くことを心掛けてみましょう。

こんな効果がある！
１．脂肪を燃焼　　　　　　　　　　　　　２．脳を活性化し、老化を防止
３．生活習慣病の予防・改善　　　　　　　４．骨粗しょう症の予防
５．ストレスの解消
　皆さんも今日からＬｅｔ‘ｓウォーキング！

【100 健康ポイント付き】
　月１回・第２土曜日の午後に小学校体育館
などで、軽スポーツ教室を開催しています。
　スポーツ推進委員が中心となり、誰でも簡
単に行うことができるのが特徴です。
　楽しくからだを動かしたいとお考えの方、
気軽に参加してみませんか。

日　時　12 月 14 日㈯
　　　　９時 30 分～ 11 時 30 分
会　場　安食小学校　体育館
参加費　無料
定　員　先着　30 名
内　容　ショートテニス、ソフトバレーボール
持ち物　上履き、タオル、飲み物など
申込み　12 月 13 日㈮ 17 時まで電話にて

【100 健康ポイント付き】
日　時　12 月 10 日㈫　10 時～ 12 時
　　　　受付　９時 30 分～
会　場　竜角寺台コミュニティーホール
　　　　（栄町竜角寺台３-27- １）
講　師　三橋　好子　氏
定　員　30 人（申込み先着順）
参加費　無料
持ち物　水分補給用飲み物、タオル、運動で
　　　　きる服装・靴
　　　　お持ちの方：健康ポイントカード
主　催　栄町健康づくり推進員
申込み・問合せ　健康介護課33－7708へ。
＊ 12 月２日㈪８時 30 分から電話または窓
　口で受付します。
＊定員になり次第受付を終了します。

軽スポーツ教室 いきいき広場 ～椅子に座ってできる
　　　　　　簡単体操～
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　「誰もが健康で元気に暮らせる環境をつくるまち」を目指し、この度、第４期栄町健康増進計画
を策定しました。今回の計画では「健康寿命の延伸」を大目標に掲げています。
　今年度の健康よろず版では、栄町健康増進計画を抜粋し、栄町の健康づくりの取り組みなどにつ
いてご紹介していきます。　　　　　　　問合せ　健康介護課健康推進班⑤番窓口　 33-7708

栄町健康増進計画⑨
～飲酒・喫煙～

「長芋とツナの梅サラダ」

●材料　２人分
　長芋 50 ｇ、きゅうり 50 ｇ、水菜 20 ｇ、
　ミニトマト２個　☆ツナ缶 30 ｇ
　☆ポン酢小さじ１、☆レモン汁小さじ４、
　☆すりごま小さじ１弱、☆梅肉 10 ｇ
●作り方
　①長芋は皮をむき千切り、きゅうりも千切
りにする。水菜、ミニトマトは食べやすいように切る。②梅干しは細かく
刻む。③☆を混ぜ合わせ②を加えて混ぜる。④①と③を和える。
●長芋のネバネバ成分であるムチンには粘膜保護作用があるので、お酒を
飲む際に最初に食べると、お酒が胃腸を荒らす作用を抑えてくれます。

管理栄養士おすすめ
健康レシピ

胃腸にや
さしい

　　減塩
おつまみ

【栄町の現状と健康課題】
〈～飲酒～〉
・不適切な飲酒は生活習慣病やがんのリスクを高めるほか、肝臓の障害、　精神・脳の
障害などにつながります。適切な飲酒においては、週に２日の休肝日が必要とされて
いますが、栄町では毎日飲酒するという方が約 20％にのぼっています。また、栄町
では飲酒の量について、適切な飲酒量を超えた飲酒をしている方が 46.4％でした。 
・したがって、不適切な飲酒による悪影響や適切な飲酒について、普及啓発してく必
要があります。
〈～喫煙～〉
・タバコには、ニコチン、タール、一酸化炭素など有害物質が多く含まれており、栄
町の死因第１位であるがんや、死に至る病気であるとされる心筋梗塞、脳血管疾患、
ＣＯＰＤなどを引き起こします。しかし、栄町では、「喫煙している方」は約 20％（男
性は約 30％）となっており、また喫煙者のうち、タバコをやめたくない方は、51％
という状況です。
･ そのため、喫煙や受動喫煙の害、禁煙の方法についての普及啓発をしていく必要があ
ります。

【栄町の主な取り組み】

◇特定健診やがん検診の場での専門職による禁煙相談窓口を設置し、喫煙者やその家族に対して、禁煙
　外来や禁煙する方法についての情報提供をします。 
◇禁煙・適量飲酒に向けた支援のために、電話・窓口における相談や個別訪問による情報提供を行い、
　継続した支援を行います。

H30 栄町健康増進計画アンケートより

◇特定健診、がん検診、健康教室の場や、広報さかえなどにおいて、
　適度な飲酒習慣、禁煙の必要性、受動喫煙の悪影響についての知識の普及啓発を図ります。 
◇公共機関、職場、医療機関にポスターやチラシを配布し、適度な飲酒や禁煙、受動喫煙予防について
　の知識を普及啓発します。

～知識の普及啓発の取り組み～

～適量飲酒・禁煙のための支援～

「１日の適切
　な飲酒量」

栄町の目標
①毎日の飲酒習慣がある方　15％
②喫煙者の割合　10％

ビール
500 ｍｌ

ワイン２杯
（200 ｍｌ）

酎ハイ
350 ｍｌ
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健　診　名 月　日 会　場 受付 対　象　者 内　　　容

２歳児歯科健康診査 12 月 19 日㈭
ふれあいプラザさかえ

３階大会議室
9:30

～ 9:45

平成 29 年 11 月・
12 月生まれの子

歯科診察／身体測定／
保健・栄養・歯科相談

３歳児健康診査 12 月 12 日㈭
平成 28 年７月・
８月生まれの子

内科診察／歯科診察／尿検査
身体測定／保健・栄養・歯科相談

●幼児健診　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　福祉・子ども課子育て包括支援センター　 37-7185

はみがきレッスン
※予約制

12 月３日㈫
ふれあいプラザさかえ

悠遊亭

① 10:30 ～
② 11:00 ～
③ 11:30 ～

町民の方
子どもから大人まで。
お口の健康状態で、相談すること
ができます

●教室・相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　健康介護課健康推進班⑤番窓口　 33-7708

問合せ
子育て包括支援センター

（ふれあいプラザさかえ内１階）
 37-7185

今月の休館日

「冬に気をつけたい感染症」「冬に気をつけたい感染症」

１日㈰・２日㈪・８日㈰
９日㈪・15 日㈰・16 日㈪
22 日㈰・23 日㈪・28 日㈯
29 日㈰・30 日㈪・31 日㈫

●冬はどんな病気が流行するの？
　冬は家族の健康管理にいっそう気をつかう季節。特に乳幼児おう吐下痢症、インフルエンザと
RS ウイルス感染症は冬に流行します。なぜなら、これらの原因となるウイルスは乾燥と寒さを
好むからです。家庭内等での感染を防ぐためにも、症状や対処方法を覚えておきましょう。

○乳幼児おう吐下痢症
　ロタウイルスとノロウイルスというウイルス性の胃腸炎
です。ロタウイルスは生後６か月から２歳をピークにほぼ
全ての子どもがかかると言われています。灰色から白っぽ
い粘土のような下痢のうんちと、おう吐が特徴的です。
　ノロウイルスは感染力がとても強くおう吐物や排泄物な
どをうまく処理できないと、乾燥したウイルスが空気中に
飛び散り部屋にいる人全員がかかってしまうので時に大流
行をおこすことがあります。
○インフルエンザ
　毎年 12 月～２月にピークを迎えることが多く、38 度
以上の高熱、頭痛、関節痛、だるさ、喉の痛み、鼻水、咳
などの症状が現れます。通常の風邪と比べて急激に強い症
状が現れることが特徴です。
○ RS ウイルス感染症
　38 ～ 39 度の発熱や鼻水、咳などのふつうの風邪症状
がでます。ただ、症状が悪化すると肺炎や細気管支炎な
ど重症化しやすいので呼吸が苦しそうなときや息が荒いと
き、38 度以上の熱があるときには早めの受診が必要です。

●冬の感染症の予防方法
　手洗いやうがいを徹底する、流行時期にはマスクを着用する、規則
正しい生活を送ることです。ワクチン接種は発症を防ぐとともに、重
症化を防ぐことが出来ます。
　インフルエンザから急性脳症を起こして命に係るケースもあるの
で、安心のために予防接種を受けておくことが大切です。

●対処方法
○乳幼児おう吐下痢症と RS
ウイルス感染症には根本的な
治療薬がないため対症療法が
行われます。おう吐や下痢な
どの症状があるときは体から
多くの水分が失われるため、
経口補水液等を利用して水分
補給しましょう。
○インフルエンザの治療には
抗ウイルス薬が使われます。
インフルエンザの疑いがある
時は小児科を受診し、医師に
処方された薬を正しく使うこ
とが大切です。
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時

身
体
測
定　
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時
～
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時
30
分

健
康
相
談　

10
時
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～
11
時
30
分

※
健
康
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談
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は
11
時
ま
で

会　
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ふ
れ
あ
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プ
ラ
ザ
さ
か
え

　
　
　
　

悠
遊
亭

アップＲは、子育て中の方が、
情報を交換したり、子育ての悩みを話したりなど、

親子で楽しく過ごせる施設です。

今月の龍夢っ子

　最近姉妹で楽しそうに笑っている姿を見る事
が増え、とても嬉しいです。その分喧嘩も増え
ていますが ( 笑 )。
　困っている妹を見るとすぐ助けに行く長女を
見ていると、ずっと助け合える仲の良い姉妹で
いて欲しいなと思います。
　育児で大変な時は、近くに住むお義母さん、
お姉さんにいつも助けて頂いているので、本当
に感謝しています。

今月の休館日

２日㈪
５日㈭午後休館
９日㈪・16 日㈪

23 日㈪
27 日㈮～ 31 日㈫

開館時間 /９時～ 12時

　13時～ 15時 30分

す
こ
や
か
タ
イ
ム

Q　わが子のしぐさで一番好きなところは？
A　☆夜寝る時に、大好きだよーと言うと、ち
　ょー大好きだよと言って、ぎゅーっとしてく
　れる所。
　　☆おしゃべりが少しずつ出来るようにな
　り、来て欲しい時に、「おいれー♡」と言わ
　れるとかわいくてつい行ってしまいます。

の
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く
ら
ん
ぼ

日　

時　

12
月
11
日
㈬　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

11
時
～
12
時

内　

容　

年
賀
状
作
り

○
プ
チ
さ
く
ら
ん
ぼ

日　

時　

12
月
11
日
㈬　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

11
時
～
12
時

内　

容　

年
賀
状
作
り

明凛ちゃん・実來ちゃんのママに聞い
てみました！！

○
ニ
コ
ニ
コ
タ
イ
ム

　

未
就
園
児
を
対
象
に
ふ
れ
あ
い
遊
び

な
ど
を
し
ま
す
。

日　

時　

12
月
19
日
㈭

　
　
　
　

11
時
30
分
～
12
時

内　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
会

※
冬
期
の
た
め
「
公
園
で
あ
そ
ぼ
う
」

　

は
、
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

○
お
餅
つ
き
・
製
作

日　

時　

12
月
13
日
㈮

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

会　

場　

幼
稚
園
２
階　

ホ
ー
ル

○
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日　

時　

12
月
12
日
㈭

　
　
　

受
付　

10
時
～

場　

所　

ホ
ー
ル

○
お
餅
つ
き
に
参
加
し
よ
う
！

日　

時　

12
月
19
日
㈭

　
　
　

受
付　

11
時
～
11
時
20
分

場　

所　

園
庭
・
ホ
ー
ル

ミ
ッ
キ
ー
ル
ー
ム

酒
直
幼
稚
園


95
‐
４
３
３
３

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

な
が
と
幼
稚
園


95
‐
０
７
５
１

あかり

林　　明凛ちゃん （平成26年５月生まれ）
はやし

みく

林　　実來ちゃん （平成29年７月生まれ）
はやし
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　「人とのコミュニケーションが苦
手・・・」「自分に合った仕事が見つ
からない」など、一人ひとりの悩み
に沿ったサポートを心がけています。
・適職診断・履歴書添削・面接対策・
　職場体験などの相談も受けられま
　す。
・仕事をしない子どもが心配
・親としてどう関わればよいか分か
　らない
・子供のことで話を聞いてほしい
　そんなお悩みを持つ家族の方もぜ
ひご相談ください。
日　時　12 月 19 日㈭
　　　　13 時～ 17 時
場　所　ふれあいプラザさかえ
　　　　２階第１会議室
対　象　15 歳 以 上 40 歳 未 満 の 自
　立（就労）に悩みを抱えている若
　者またはその家族　
相談料　無料
申込み　電話による事前申込み
　（月曜日～金曜日・10 時～ 18 時）
問合せ　ちば北総地域若者サポート
　　　　ステーション
　　　　 24-7880

経済センサス基礎調査に
ご協力ください

ちば北総地域若者サポート
ステーションの就労相談

　令和２年３月 31 日まで全国全て
の民間企業を対象に、経済センサス
基礎調査が行われております。
　この調査は、調査員がすべての事
業所の活動状況を確認し、新たに把
握した事業所などには調査票を配布
することにより調査を行います。
※調査員は腕章と調査員証を携帯し
ておりますので、調査員が訪問した
際には必ずご確認ください。調査員
を騙る“かたり調査”には十分ご注
意ください。
問合せ　企画政策課企画班
　　　　 33-7773

●陸上自衛隊高等工科学校生徒
　〔一般〕
応募資格　中卒（見込含）17 歳未
　　　　　満の男子
募集人員　約２６０名
受付期間　１月６日㈪まで
試験日　　１月 18 日㈯
●貸費学生〔技術〕
応募資格　大学の理学部、工学部
　の３・４年次または大学院（専門
　職大学院を除く）修士課程在学（正
　規の修業年限を終わる年の４月１
　日現在で 26 歳未満）
募集人員　陸・海・空　約 10 名
受付期間　１月６日㈪まで
試験日　　１月 25 日㈯
●自衛官候補生
応募資格　18 歳以上 33 歳未満の方
受付期間　年間を通じて受け付けて
　　　　　います
試験日　受付時にお知らせ
問合せ　自衛隊成田地域事務所
　　　　 22-6275
※志願書類の請求や試験科目など詳
　しくは、お問い合わせください。

自衛官などの募集

第 12 回成田国際空港圏交流イベント
『HAPPY バレンタイン in 大阪』

日　程　令和２年２月 29 日㈯・　
　　　　３月１日㈰
募集人数　40 名　男女各 20 名
参 加 費 　 男性 44,800 円
　　　　　女性 39,800 円
※１泊（シングル）３食、交流パー
　ティー付き
対 象 者 　 下記に該当する 25 歳か
　ら 40 歳までの独身の方
①男性　成田空港圏９市町に在勤ま
　たは在住の方
②女性　成田空港圏９市町に在勤、
　在住または在住希望の方
※成田空港圏９市町
　成田市・富里市・香取市・山武市・
　栄町・神崎町・芝山町・横芝光町・
　多古町
申込み　12 月２日㈪～
※定員になり次第締め切ります。
問合せ　成田国際空港圏交流イベン
　ト実行委員会事務局（多古町企画
　空港政策課内）
 0479-76-5409
　kuukou@town.tako.chiba.jp

※土・日・祝日・年末年始を除く

ナリタエアポートクリスマス・
フェスティバル 2019

　今年で 25 回目を迎える成田空港
のクリスマス・フェスティバル。
　アーティストによるクリスマスラ
イブをはじめ、６ｍの巨大ツリーの
点灯式や豪華景品が当たる抽選会な
どの恒例イベントのほか、歌やダン
スのパフォーマンスなど楽しいコン
テンツが盛りだくさん！会場内で
は、子ども達が可愛いらしく飾り付
けた、たくさんのミニツリーが皆さ
んのご来場をお待ちしています。
　成田空港ならではのクリスマス
を、ぜひお楽しみください！
日　時　12 月 14 日㈯
　開場…10 時
　ステージ開始…11 時
　終了　18 時
会　場　成田空港第 2 ターミナル前
　　　　中央広場
※空港内に当イベント専用の駐車場
　はございません。公共交通機関を
　ご利用の上ご来場下さいますよう
　お願い致します。
問合せ　クリスマス・フェスティバ
　ル実行委員会事務局（NAA 地域
　共生部内）
　 34-5858

印旛郡市広域市町村圏事務組合
職員募集

採用予定　電気上級　若干名
※試験案内、申込書などのダウンロ
　ード及び受験資格、試験会場は、
　組合ホームページをご覧ください。
　ホームページＵＲＬ
　https://www.i-kouiki.jp/kouiki/
試験日　令和２年１月 19 日㈰
申込期間　令和元年 12 月９ 日㈪～
　12 月 23 日㈪まで
問合せ　印旛郡市広域市町村圏事務
　組合事務局管理課
　 043-485-0397

移動販売とくし丸

　移動販売「とくし丸」は皆様のお
役に立てる「とくし丸」であり続け
てまいります。
　９月の台風後、移動販売とくし丸
は、通常通りお客様のもとに行き販
売を行いました。とくし丸は、買い
物に行くのが困難な多くの皆様が通
常の生活が送れるように、状況に応
じ必要な物を提供します。
巡回コース
●Ａコース ( 月・木 ) 南ヶ丘・中谷・
　安食台
●Ｂコース（火・水）酒直台・安食・
　矢口・北辺田・須賀
●Ｃコース（水・土）竜角寺台
　上記のコースで皆さまの地域に伺
います。
販売時間　10 時～ 17 時
　移動販売「とくし丸」の巡回をご
希望の方は、㈱ナリタヤにお問い合
わせください。
年末年始の予定
　12 月 17 日㈫まで通常通り
　30 ㈪・31 ㈫予約のみの販売
　１月６日㈪より通常
問合せ　㈱ナリタヤ
　　　　 95-9111
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ふれあいプラザさかえ
今月の休館日
２日㈪・９日㈪
16 日㈪・23 日㈪
28 日㈯～ 31 日㈫

　『今から準備！守りたい
　　　守られたい私のお金と権利』
　成年後見制度は、病気や障がいによ
り判断能力が低下した方の権利を守る
制度です。超高齢社会となり、認知症
の増加に伴ってその需要は高まってい
ます。いざという時が来てからではな
く、今から準備をしませんか。
日　時　12 月 17 日㈫
　　　　10 時 30 分～ 12 時
　受付開始　10 時
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階　視聴覚室
定　員　80 名（先着順）
講　師　公益社団法人成年後見セン
　ター・リーガルサポート千葉県支
　部会員　
　司法書士　福原　正和　氏　
申込み　12 月 13 日㈮までに
　　　　健康介護課まで
問合せ　健康介護課医療介護連携室
　　　　 33-7709

成年後見制度講演会

　緑化推進事業の一環として、下記
の公共施設・金融機関・店舗で門松
カードを配布しますので、ご利用く
ださい。
設置場所
　役場（受付・産業課）／ふれあい
プラザさかえ／ドラムの里・
龍の市庭／栄安食郵便局／安食郵便
局／安食駅前郵便局／千葉銀行安食
支店／京葉銀行栄支店／ＪＡ西印旛
東部支店／岩村商店／竜角寺台コミ
ュニティーホール
配布期日　12 月 27 日㈮まで
問合せ　産業課産業振興班
　　　　 33-7713

門松カードの配布につて

第 71 回人権週間

　12 月４日から 10 日までの「人
権週間」にちなみ、人権相談所を開
設いたします。相談は無料で、電話
による相談も行っておりますので、
お気軽にご相談ください。
日　時　12 月 ４ 日 ㈬ ～ 10 日 ㈫　

　まで（土日を除く）
　　　　午前 10 時～午後４時まで
場　所　千葉地方法務局佐倉支局
相談内容　いじめ、親子・夫婦・扶
　養・相続などの家庭問題、借地・
　借家・名誉・信用・差別・いやが
　らせなどの人権上の問題や悩みご
　となど
相談員　人権擁護委員、
　　　　法務局職員
電話相談
　全国共通人権相談ダイヤル
　　 0570-003-110
　女性の人権ホットライン
　　 0570-070-810
　子どもの人権１１０番
　　 0120-007-110
問合せ　千葉地方法務局佐倉支局　
　　　　 043-484-1222

クリスマスおはなし会

日　時　12 月 15 日㈰　14 時～
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　３階音楽室①
対象者　幼児～小学生低学年の児童
　　　　とその保護者
内　容　①大型紙芝居「たべられた
　やまんば」②エプロンシアター「サ
　ンタさんをさがそう」③ピアノと
　おはなしのデュエット「こびとの
　くつや」④ピアノ演奏⑤みんなで
　歌おうクリスマスソング
入場料　無料　
主　催　図書室ボランティア
　　　　おはなしの会

女性のためのテニス教室

日　時　12 月 17 日㈫
　　　　11 時～ 15 時
※雨天中止
会　場　水と緑の運動広場
　　　　テニスコート
参加費　無料
持ち物　テニスラケット（硬式）
申込み　当日、現地にて
指　導　栄町硬式テニス専門部

クリスマスジャズコンサート

　千葉県立富里高等学校ジャズオー
ケストラ部によるジャズコンサート
です。
　皆さん、一緒に楽しい時間を過ご
しませんか。ぜひ、お越しください。
日　時　12 月 22 日㈰
　開場…13 時　開演…13 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　文化ホール
入場料　無料
※全席自由
定　員　1,086 名

　 障゙がい”に関して、同じ立場の
方がたが日頃困っていることや障が
いのある子どもの将来のことについ
て、お茶を飲みながらお話ししてみ
ませんか。
日　時　12 月 11 日㈬
　　　　10 時～ 11 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ
　　　　２階学習情報室
対象者　障がい当事者または家族の
　　　　方など
参加費　無料
問合せ　福祉・子ども課
　　　　 33-7707

「ほっとサロン」の開催

JR 時刻表をご活用ください

　商工会工業部会と栄町建設協同組
合が、安食駅と小林駅のＪＲ時刻表
を作成しました。
　新聞折り込みの他、商工会でも配
布しておりますので、ご希望の方
は、窓口までお越しください。
問合せ　栄町商工会（役場４階）
　　　　 95-0245

          ※写真はイメージです。

のしもち予約

　ＪＡ西印旛農産物直売所とれたて
産直館栄店では、「のしもち」の予
約受付販売を行います。年末年始の
お買い物は、ぜひ、ＪＡ直売所へ
受付期間　12 月１日㈰～ 22 日㈰
※全日 10 時～ 18 時
引渡期間　12 月 30 日㈪
　　　　　10 時～ 14 時
問合せ　とれたて産直館栄店
　　　　 80-2220
　　　　産業課産業振興班
　　　　 33-7713
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№ 243

龍
角
寺
略
縁
起
に
つ
い
て
（
３
）

●
写
真
展
「
レ
ン
ズ
を
と
お
し
た
房
総
の
む
ら
」

12
月
７
日
㈯
～
令
和
２
年
２
月
24
日
㈪
振
替
休
日

　

来
館
者
の
皆
様
が
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
た
、
館
内
の
自

然
・
歴
史
的
景
観
な
ど
を
題
材
と
し
た
写
真
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

レ
ン
ズ
を
と
お
し
て
見
た
、
房
総
の
む
ら
の
四
季

折
々
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ほ
う
じ
茶
作
り

12
月
３
日
㈫
、
４
日
㈬
、
６
日
㈮
～
８
日
㈰
、
10
日
㈫
、

11
日
㈬
、
17
日
㈫
～
19
日
㈭
、
22
日
㈰

　

番
茶
を
ほ
う
ろ
く
で
焙(

ほ
う)

じ
て
、
香
ば
し
い

か
お
り
の
ほ
う
じ
茶
を
作
り
ま
す
。
20
ｇ
の
茶
葉
を
持

ち
帰
れ
ま
す
。
５
歳
以
上
対
象
で
す
。
小
学
生
以
下
は

引
率
者
の
補
助
が
必
要
。

●
七
味
唐
辛
子

12
月
１
日
㈰
、
７
日
㈯
、
８
日
㈰
、
14
日
㈯
、
15
日
㈰
、

24
日
㈫
、
25
日
㈬

　

ト
ウ
ガ
ラ
シ
・
サ
ン
シ
ョ
ウ
・
ミ
カ
ン
の
皮
（
陳
皮
）

な
ど
を
ほ
う
ろ
く
で
焙
（
ほ
う
）
じ
て
材
料
を
薬
研
（
や

げ
ん
）
で
粉
に
し
、
調
合
し
て
七
味
唐
辛
子
を
作
り
ま

す
。
焙
じ
た
て
の
唐
辛
子
の
香
り
は
格
別
で
す
。
小
学

５
年
生
以
上
対
象
で
す
。

※
辛
さ
の
調
整
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
正
月
の
準
備

12
月
21
日
㈯
～
25
日
㈬

　

正
月
を
迎
え
る
様
々
な
準
備
を
房
総
の
む
ら
の
各
所

で
行
い
ま
す
。
長
屋
門
に
門
松
を
立
て
、
各
建
物
や
神

棚
・
神
様
に
注
連
飾
り
を
し
ま
す
。
ま
た
、
鏡
餅
を
神

棚
・
床
の
間
な
ど
に
飾
り
ま
す
。

●
ぽ
ち
袋

12
月
19
日
㈭
～
22
日
㈰
、
24
日
㈫
、
25
日
㈬

　

版
木
を
使
っ
て
一
色
で
刷
り
を
し
、
ぽ
ち
袋
に
し
ま

す
。
初
心
者
向
け
で
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
で

き
ま
す
。
５
歳
以
上
対
象
で
す
。
小
学
２
年
生
以
下
は

引
率
者
の
補
助
が
必
要
。

※
12
月
３
日
㈫
よ
り
、
予
約
体
験
（
体
験
日
１
月
４
日

～
３
月
31
日
）
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

今月の休館日
２日㈪・９日㈪
16 日㈪・23 日㈪
26 日㈭～ 31 日㈫

今月の休館日

「
龍
の
市
庭
」

年
末
年
始
の
営
業
の
お
知
ら
せ

　

12
月
30
日
㈪
は
10
時
か
ら
14
時
ま
で
の

営
業
と
な
り
ま
す
。

　

年
始
１
月
２
日
㈭
～
５
日
㈰
は
、
10
時

～
17
時
。
１
月
６
日
㈪
は
定
休
日
と
な
り

ま
す
。

の
し
も
ち
予
約

　

龍
の
市
庭
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、「
の

し
も
ち
」
の
予
約
受
付
販
売
を
行
い
ま

す
。
年
末
年
始
の
お
買
い
物
は
、
ぜ
ひ
、

龍
の
市
庭
で
♪

受
付
期
間　

12
月
１
日
㈰
～
22
日
㈰

※
全
日
10
時
～
17
時

引
渡
期
間

　

12
月
30
日
㈪

　
　

10
時
～
14
時
ま
で

２日㈪・９日㈪
16 日㈪・23 日㈪

31 日㈫

今
回
は
、「
略
縁
起
」
類
の
３
番
目
と
し
て
「
勅
願
請
雨
由
来 

全
」（
麻
生
・
加
藤
家
文

書
）
を
紹
介
し
ま
す
。

　

所
謂
「
龍
伝
説
」
の
根
幹
部
分
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
「
略
縁
起
」
類
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、「
勅
願
請
雨
由
来 

全
」（
チ
ョ
ク
ガ
ン
ア
マ
ゴ
イ
ユ
ラ
イ 

ゼ
ン
）
は
奥
書
に
よ

れ
ば
「
天
竺
山
寂
光
院
龍
角
寺
／
住
持
沙
門 

堯
珍
謹
略
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
堯
珍
に

よ
る
一
連
の
「
略
縁
起
」
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
右
板
行
施
主 

埴
生
郡
田
川
村
／
糸
賀

與
平
治
」（
現
茨
城
県
河
内
町
）
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

本
書
は
半
紙
判
で
表
紙
１
丁
、
本
文
５
丁
で
仕
立
て
ら
れ
た
版
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
に
「
夫
我
朝
人
皇
第
四
十
五
代
聖
武
天
皇
の
御
宇

天
平
三
年
辛
未
春
よ
り
天
下
旱
魃
し
て
漸
く
五
穀
の
種
子
絶
へ
将
に
人
民
の
命
を
亡
ぼ
さ

ん
と
す
（
中
略
）
仍
て
公
卿
僉
議
し
て
云
く
何
れ
の
處
に
か
龍
神
影
向
（
エ
ウ
ゴ
ウ
）
す

る
こ
と
あ
り
や
と
云
々
或
人
の
云
く
下
総
の
国
埴
生
の
庄
に
龍
閣
寺
是
龍
女
建
立
の
寺
な

り
と
云
々
則
ち
当
寺
へ
降
雨
祈
祷
の
宣
旨
を
下
さ
る
・・・
」
と
あ
り
、天
平
３
年
（
７
３
１
）

春
か
ら
続
く
旱
魃
に
困
り
果
て
、
龍
神
の
ご
加
護
を
期
待
し
て
龍
女
建
立
と
い
う
龍
閣
寺

に
降
雨
祈
祷
を
勅
願
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

続
け
て
、「
我
ハ
是
小
龍
の
身
な
り
大
龍
の
免
許
を
蒙
ら
ず
ん
バ
聊
に
な
り
と
も
雨
を

降
す
こ
と
能
は
ず
然
る
に
既
に
法
味
を
喰
受
（
ザ
ン
ジ
ュ
）
し
法
を
重
ん
じ
生
を
軽
ん
じ

て
争
か
身
命
を
惜
ま
ん
雨
を
降
ら
さ
バ
定
て
一
命
を
失
ハ
る
べ
し
必
ず
後
生
を
訪
（
ト
ム
ラ
）
ひ

給
へ
若
尓
ら
ば
我
死
骸
三
段
に
切
れ
て
南
池
の
辺
り
に
こ
れ
有
べ
し
頭
（
カ
シ
ラ
）
を
取
て
当
寺

に
納
め
腹
を
取
て
印
西
の
地
蔵
堂
に
納
め
尾
を
取
て
匝
瑳
の
大
寺
に
納
む
べ
し
・
・
・
」
と
あ
り
、

こ
こ
で
「
南
池
」（
印
旛
沼
）
の
主
な
り
と
名
乗
る
老
翁
が
現
れ
、
自
分
は
「
小
龍
」
で
あ
る
こ

と
を
明
か
し
「
大
龍
」
に
許
し
を
得
な
い
で
雨
を
降
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
死
骸
が
３

段
に
切
れ
て
「
南
池
」
あ
た
り
落
ち
る
の
で
頭
を
当
寺
に
納
め
る
よ
う
託
し
て
消
え
て
し
ま
う
。

続
け
て
、「
即
俄
に
虚
（
ソ
ラ
）
搔
き
蔭
り
雷
電
虚
空
に
響
き
密
雲
蒼
天
に
覆
ふ
て
甘
雨
を
卒

土
に
降
ら
せ
バ
稼
穡
雲
熟
し
田
家
草
木
増
長
し
人
民
快
楽
す
雨
七
日
を
経
て
一
天
属
く
霽
（
ハ

レ
）
ぬ
上
人
衆
徒
引
率
し
て
南
池
の
側
り
に
臨
ん
て
見
れ
バ
二
の
角
生
た
る
一
の
蛇
（
ジ
ャ
）
あ

り
三
段
に
斬
ぬ
衆
徒
等
哀
傷
の
涙
を
落
し
て
経
巻
陀
羅
尼
を
誦
し
慇
懃
に
菩
提
を
訪
ら
ふ
約
束
の

如
く
首
（
カ
シ
ラ
）
を
龍
閣
寺
に
納
む
其
後
角
の
字
に
改
む
・
・
・
」
と
あ
り
、
俄
に
空
は
掻
き

曇
り
雷
鳴
と
と
も
に
７
日
間
に
わ
た
り
雨
が
降
り
続
き
田
畑
草
木
に
潤
い
を
与
え
た
の
で
し
た
。

釈
命
上
人
は
衆
徒
と
「
南
池
」
ほ
と
り
で
２
本
の
角
の
生
え
た
「
蛇
」
を
を
見
つ
け
「
首
」

を
龍
閣
寺
に
弔
い
、
寺
号
を
「
龍
角
寺
」
と
改
め
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
大
縁
起
」
を
略
し
た
記
述
内
容
を
中
心
に
、
現
在
は
若
干
の
脚
色
が
付
け
ら

れ
て
「
龍
伝
説
」
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

全
体
と
し
て
、
大
野
政
治
氏
は
、「
請
雨
祈
願
と
龍
身
三
断
し
て
堕
ち
三
寺
の
寺
号
と
な
っ
た

由
来
を
記
し
て
、
毎
年
七
月
十
六
日
、
龍
神
菩
提
の
説
法
大
施
餓
鬼
会
を
施
行
し
、
此
法
会
の
折

に
は
埴
生
郡
の
各
宗
寺
院
の
僧
侶
に
よ
っ
て
説
法
が
行
わ
る
事
が
の
べ
て
あ
る
。」
と
解
説
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
最
近
の
参
考
文
献
と
し
て
、
五
十
嵐
行
男
『
龍
の
き
た
道 

下
総
国
龍
角
寺
・
龍
腹
寺
・

龍
尾
寺
縁
起
集
成
』（
北
総
ふ
る
さ
と
文
庫
、
２
０
１
４
年
５
月
）
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
町
史
編
さ
ん
委
員
会
文
化
財
社
寺
部
会
）
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相
談
ご
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

成
田
警
察
署　


27
‐
０
１
１
０

　

印
西
警
察
署　


42
‐
０
１
１
０

よせられた善意よせられた善意 （敬称略）

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

今
月
の
移
動
交
番
開
設
日

ふれあいプラザさかえ

３日㈫・11 日㈬ 10 時～ 11 時 30 分

20 日㈮ 13 時 30 分～
14 時 30 分

25 日㈬ 13 時 15 分～
　　　　　14 時 45 分

竜角寺台コミュニティーホール

５日㈭・18 日㈬ 10 時～ 11 時 30 分

12 日㈭・26 日㈭
13 時 15 分～

14 時 45 分

房総のむら

２日㈪・17 日㈫
13 時 30 分～

14 時 30 分

13 日㈮・27 日㈮ 10 時～ 11 時 30 分

JA とれたて産直館栄店

２日㈪・12 日㈭ 10 時～ 11 時 30 分

※事件・事故の発生や気象条件などにより変更にな
　る場合がございます。

栄町消費生活相談員からの
ワンポイントアドバイス

災害に便乗した保険の消費者
　　　　　　トラブルにご注意ください。
○事例と留意点
事例　火災保険を利用すれば自己負担なしで、屋根を
　修理できると業者が訪ねてきた。保険申請も代行し
　てくれると言うので契約したが、その後解約を申し
　出たところ高額な解約料を請求された。
留意点　暴風による家屋の被害が生じた場合、一般的
　には火災保険の対象となるが、修繕の場合は保険の
　対象となるか契約している保険会社や代理店に必ず
　確認しましょう。
　契約してしまっても、クーリングオフが出来る場合
　があります。

事例　倒木で駐車場に止めていた車が凹んでしまった。
　駐車場の管理会社と連絡が取れない。
留意点　台風等による車両に損害を受けた場合、自動
　車保険の内容次第で適応対象になります。初めに、
　契約している保険会社に必ず確認しましょう。

事例　からだの保険（傷害保険）では台風や洪水など
　の風水災害によってケガをした場合に保険金が支払
　われます。
留意点　ご契約している損害保険会社のまたは代理店
　に問合せしましょう。

町へ
（９月 16 日～ 10 月 15 日受付分）
○栄町ふるさと応援寄附金
　大矢　弘士　　　 　50,000 円
　匿名（609 件 )　5,583,000 円

社会福祉協議会へ（10 月受付分）
○一般寄附
　栄町カラオケ愛好会 10,000 円
　匿名（1 名）               2,000 円

　この運動は、共同募金活動の一
環として１２月の１か月間に行わ
れます。
　 地 域 の 助 け 合 い 活 動 な ど、 住 民
の主体的な福祉活動により、新たな
年を迎える時期に、支援を必要な方
が、安心して暮らすことができるよ
う、その福祉活動の活動費を賄うた
め、募金活動が行われます。
・各自治組織への協力依頼
・いっさいがっさいフェスティバ
ルでの募金活動
※みなさんのご協力をお願いいた
します。

●台風１９号による災害義援金の●台風１９号による災害義援金の
　受付を行っています。　受付を行っています。
＜義援金対象の県＞
茨城県、栃木県、静岡県、岩手県、
宮城県、群馬県、埼玉県、長野県、
福島県
①受付場所　当協議会の窓口
② 直 接、 義 援 金 を 送 付 さ れ る 方
は、当協議会ホームページで確認
のうえ、各県の共同募金会にお願
いします。

★災害時には、それに便乗した様ざまな悪質商法が発
　生します。
　不審な電話や、訪問、勧誘など困った時は局番なし
の「１８８( いやや )」消費者ホットラインにご相談
下さい。

歳末たすけあい運動歳末たすけあい運動
　　　　　　が始まります。　　　　　　が始まります。
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今月の納付要介護認定更新手続き

　要介護認定の有効期限が
１月末日の方は、12 月２
日㈪から申請ができます。
　忘れずに更新申請をして
ください。
健康介護課 33-7709

固定資産税・都市計画税　
・・・・・・・・・・３期
国民健康保険税・・・６期
後期高齢者医療保険料６期
介護保険料・・・・・５期

納期限　12 月 25 日㈬

　毎週土曜日に各種証明書
を交付しています。

（祝日・年末年始を除く。）
８時 30 分～ 17 時 15 分

　　税務課　 33-7703
　　住民課　 33-7704

土曜開庁 人口と世帯

人口 20,535 人 （-11）
男 10,077 人   （-5）
女 10,458 人   （-6）

世帯数 9,029 世帯（+9）

栄町朗読奉仕会のご協力により、目の不自由な方に音声の「広
報さかえ」をお届けしています。社会福祉協議会 95-1100

声の広報
（CD）

診療科目 受　付　時　間

小児科
（15 歳以下）

月曜日～土曜日／ 19 時～翌朝５時 45 分
日曜日・祝日／９時～ 16 時 45 分、19 時～翌朝５時 45 分
※年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

　印旛市郡小児初期急病診療所 043-485-3355（佐倉市健康管理センター内）

　近隣の主な救急病院
北総栄病院 95-6811・成田赤十字病院 22-2311・成田病院 22-1500

日本医科大学千葉北総病院 99-1111・成田富里徳洲会病院 93-1001

印西総合病院 33-3000

※診療時間・診療科目は、直接病院にお問い合わせください。
※成田赤十字病院小児救急（17 時～ 23 時）は、重患者・紹介患者のみの診療です。

相談名 日　時 会　場 問合せ

人権・行政相談
２日㈪
13 時 30 分～ 16 時

（最終受付 15 時）

役場３階
第２会議室

総務課
 95-1111

心の相談
ほっとスペース

３日㈫・10 日㈫・17 日㈫・
24 日㈫
10 時～ 15 時

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

福祉・子ども課
 33-7707

デイケアクラブ
（事前予約）

６日㈮・13 日㈮・20 日㈮
10 時～ 14 時

ふれあいプラザ
さかえ２階
学習情報室

福祉・子ども課
 33-7707

消費生活相談
10 日㈫・17 日㈫・24 日㈫
９時 30 分～ 12 時
13 時～ 15 時（最終受付）

役場４階
第５会議室

産業課
 33-7713

教育相談
毎週火・金曜日
10 時～ 15 時
※ 10 日㈫は、５日㈭に変更。

ふれあいプラザ
さかえ２階

教育支援センター
 80-1520

司法書士相談
11 日㈬
18 時～ 20 時

（最終受付 19 時 30 分）

ふれあいプラザ
さかえ２階
和室

社会福祉協議会
 95-1100

ふれあい相談
（心配ごと相談）

４日㈬・18 日㈬
13 時～ 16 時

役場２階
社会福祉協議会

社会福祉協議会
 95-1100

法律相談
（事前予約）

26 日㈭
13 時 30 分～ 16 時 30 分

役場２階
社会福祉協議会

社会福祉協議会
 95-1100

認知症カフェ
オレンジサロン

20 日㈮　10 時～ 12 時
※どなたでも参加いただけます

ふれあいプラザ
さかえ１階
ロビー

健康介護課
 33-7709

生活困窮出張相談
毎週金曜日
９時～ 16 時

役場２階
社会福祉協議会

さかえ・しすいワークラ
イフ・サポートセンター
 043-308-6332

●各種相談
※相談日・時間など、都合により変更する場合があります。

１ 日

２ 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

３ 火
はみがきレッスン【P.22】
すこやかタイム【P.23】

４ 水

５ 木

６ 金

７ 土

８ 日
プレミアム付商品券休日販売【P.10】
公開！栄町古文書学習会②【10 月号
P.25】

９ 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

10 火 いきいき広場【P.20】

11 水

のびのび広場【P.23】
ホップステップさくらんぼ【P.23】
プチさくらんぼ【P.23】
ほっとサロン【P.25】

12 木
３歳児健康診査【P.22】
わんぱくクラブ【P.23】

13 金 ミッキールーム【P.23】

14 土
プレミアム付商品券休日販売【P.10】
軽スポーツ教室【P.20】

15 日 クリスマスおはなし会【P.25】

16 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

17 火
女性のためのテニス教室【P.25】
成年後見制度講演会【P.25】

18 水

19 木
２歳児歯科健康診査【P.22】
ニコニコタイム【P.23】
わんぱくクラブ【P.23】

20 金

21 土 さかえスポーツフェスタ【P.12】

22 日 クリスマスジャズコンサート【P.25】

23 月 ドラムの里・ふれプラ休館日

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土 ふれプラ休館日

29 日 ふれプラ休館日

30 月 ふれプラ休館日

31 火
【大晦日】
ドラムの里・ふれプラ休館日

　成田急病診療所 27-1116（成田市保健福祉館敷地内）
●休日の救急・夜間診療

診療科目 受　付　時　間

小児科・内科
月曜日～土曜日／ 19 時～ 22 時 45 分
日曜日・祝日／ 10 時～ 16 時 45 分、19 時～ 22 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

外　科
日曜日・祝日／ 10 時～ 16 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

歯　科
祝日・振替休日（ただし日曜日は除く）／ 10 時～ 16 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

あなたの加入が地域の絆を深めます。
自治会・町内会に加入しましょう！
　　　　　　　　　　環境協働課 33-7710

11 月１日現在（前月比）


